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第 36 回 

日本ハンドボールリーグ 
を終えて 



■71 


日本ハンドボールリーグ委員長咼和 [ 諷一 


第36回日本ハンドボールリーグが3月10日、11日のプレーオフで終了しました。 

プレーオフ決勝には大変お忙しい中、森喜朗元首相、竹田恒和 J 0 C 会長にもご観戦いただき、誠にあり 
がとうございました。また元ハンドボール選手 （ U -16 強化指定選手）の真崎ゆかさんによる国歌斉唱が、 
熱戦の前の厳粛な雰囲気を一層引き立たせ、会場満員（決勝入場者数3,127名）のハンドポールフアンと 
一緒に、年度を締めく くるにふさわしい最高潮の盛り上がりになりました。 

また、今回初の試みとしてプレーオフの前座として日本リーグジュニアカップ優勝決定戦を開催いたしま 
した。リーグ加盟チームが地元で指導している小学生を東西に分け、リーグ戦を行い、プレーオフの場で東 
西の優勝チームが対戦しチャンピオンを決めるというものです。この目的は、将来の日本リーグ選手、日本 
代表選手になるであろう少年少女ハンドボーラーに夢と希望を与えようというもので、日本リーグの理念に 
則った事業です。栄えある第一回チャンピオンは男女とも沖縄•琉球コラソンジュニアに決定しました。子 
供達のひたむきに一生懸命プレーする姿に感動し、そのレベルの高さに驚くとともに、遠方から応援に駆け 
付けてくださった保護者の熱心な声援は、親子の絆を再確認するものであり心和むひと時でした。今後様々 
な課題を改善しながら、充実させていきたいと考えています。 

さて、プレーオフの結果につきましては、女子はオムロン（レギュラーシーズン2位）が北國銀行（同1位） 
を 18-15 で下し、3年ぶり15度目の優勝。男子は大同特殊鋼（レギュラーシーズン3位）が大崎電気（同 
1位）を第一延長の末 36-32 で破り、2年ぶり15度目の優勝を果たしました。素晴らしい熱戦を繰り広げ 
てくれた各チームに、心から拍手を送りたいと思います。 

レギュラーシーズンを振返ってみますと、男女とも各チームの力が拮抗しつつあり、最後の最後までプレ 
ーオフ出場チームあるいは順位がわからないといった、非常に白熱したレギュラーシーズンとなりました。 
上位チームの力が接近し、シビアな戦いによってお互いに切磋琢磨することは、競技力向上に大きく貢献す 
るものであり、大いに歓迎するところであります。 

今リーグでも各種の記録が生まれましたが、中でも特筆すべきは、ハンドボール界未踏の大記録である 
1200得点を達成したソニーセミコンダクタの田中美音子選手の活躍です。田中選手のたゆまぬ努力に対し 
敬意を表するとともに、更なる記録更新に期待したいと思います。 

また、各チームともロンドン五輪予選の関係で過密なスケジュールの中、全国各地で熱戦を繰り広げると 
同時に、現地の子供達へのハンドボール教室なども実施し、地域貢献に積極的に協力していただきました。 
リーグ委員会として各チームのご理解とご協力に対し感謝申し上げます。 


最後に、全国各地の試合会場に足を運んでくださったファンの皆様、リーグ開催にあたりご尽力くださっ 
た各都道府県協会関係者、各連盟関係者、開催地責任者の皆様、素晴らしいハンドボールを披露してくださ 
った各チームの選手ならびに関係者の皆様に、心から感謝申し上げます。 






2012 ロンドンオリンピック 

IHF 世界最終予選 [ M 3] 



日本はロンドンオリンピック出場ならず 


2012 ロンドンオリンピック IHF 世界最終予選（男子）が、2012年4月6日（金）〜8日（日）の期間、スペイン（アラカント 
Alicante )、 スウェーデン（ヨーテボリ Gothenburg )、 クロアチア（ヴァラジュデイン Varazdin ) にて行われた。 

12力国が3グループに分かれ、各グループでリーグ戦（総当たり）を行い、各グループ上位2力国が、ロンドンオリンピック出場 
権を獲得した。 

ロンドンオリンピック男子出場決定12ヶ国:オリンピック開催国（イギリス)、2011年世界選手権1位（フランス)、各大陸代表 C ア 
ジア：韓国)、（パンアメリカ：アルゼンチン)、（アフリカ：チュニジア)、（ヨーロッパ：デンマーク）、世最終予選（スペイン • 
セルビア • スウェーデン • ハンガリー • クロアチア • アイスランド） 

-日本戦戦評- 


■1 日目： 4月6日（金） 

日本22 (14-16, 8-20) 36クロアチア 

2012 ロンドンオリンピック IHF 世界最終予選初戦は地元 
のクロアチアとの対戦。 

立ち上がり、体格で勝るクロアチアに対し攻撃でリズムを 
つかむことができず細かいミスを速攻につながれ失点し、2 
分過ぎまでに3対9とリードされる。しかし、野村の 7 mT 
をきっかけに流れをつかむと、 GK 松村のセーブも増え、小 
澤らの速攻で加点。さらに岸川 • 永島らの得点で8対12と 
4点差まで詰める。その後も武田•富田•永島を中心とした 
DF が踏ん張りを見せ、門山らの速攻もあり、前半を14対 
16で折り返す。 

後半、日本は前半終了間際の退場のため約1分間、一人少 
ない状況。このピンチを何とかしのぎたい日本だが、2分過 
ぎにまたも退場者を出してしまい約3分間も一人少ない状態 
が続く。この間に角度の広いサイドにボールを集められ14 
対19とリードを広げられてしまう。追い上げたい日本だ 
が攻撃が単調になり、シュートブロックされることが増え、 
18分までに17対28とリードを広げられてしまう。15分 
過ぎから東長濱秀作をコートに送り出し、連続得点などで流 
れを変えようとするが、時間が足りず22対36で試合終了。 
得点：宮崎； 4点、野村 • 門山 • 東長濱秀作； 3点、 小澤 • 
豊田 • 永島； 2点、高智 • 岸川•富田；1点 

■ 2 日目： 4月7日（土） 

日本 30 (11-20,19-21) 41 アイスランド 

2012 ロンドンオリンピック IHF 世界最終予選の第2戦は 
アイスランド。この試合に勝利し、ロンドンオリンピック出 
場への望みをつなげたかったが、10分で3対8になる。さ 
らにポストにボールを集められ17分までに6対14とリー 


ドされてしまう。悪い流れを断ち切りたい日本は、 GK 甲斐 
の 7 mT セ 1 ーブ、松村のノ'ーマ，ークシュ'ートのセ'ーブから海 
道•東長濱秀作•富田•宮崎らの連続得点で10対15とするが、 
良い流れを持続できず失点が増え前半を11対20で折り返 
す。 

後半、高智のフィジカルを活かしたカットイン、宮崎の個 
人技、門山のミドルなどで加点するが前半のビハインドがひ 
びき、30対41で試合終了。 

この敗戦によりロンドンオリンピック出場の道が閉ざされ 
た。 

得点：高智 • 宮崎； 6点、門山； 5点、小澤 • 東長濱秀作； 
3点、豊田•富田； 2点、岸川 • 海道•野村；1点 

■最終日： 4月8日（日） 

日本33 (14-9, 19-17) 26チリ 

2012 ロンドンオリンピック IHF 世界最終予選最終戦はチ 
リ。 

オリンピック出場の目標は断たれたものの、最終戦を勝利 
して帰国したい日本は立ち上がりから積極的な攻撃で10分 
過ぎまでに9対2とリードする。 GK 甲斐が高い集中力を見 
せ、好セーブを連発。そのセーブからベテラン永島の速攻な 
どで加点し、前半を14対9で折り返す。 

後半も末松のパスカットからの速攻や富田のシュートブ 
ロックから豊田の速攻などで10分過ぎまでに22対15と 
リードを広げる。その後も、 GK 甲斐のセーブから藤田の目 
の覚めるようなミドルシュートなどで加点し、33対26で 
勝利した。 

得点：末松 • 宮崎； 5点、豊田； 4点、岸川 • 富田 • 東長濱 
秀希 • 門山； 3点、武田•藤田； 2点、永島 ■ 海道. 
東長濱秀作；1点 
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If ハンドボールリーグ 
プレーオフ 


男子：大同特殊鋼が2年ぶり15回目の優勝 
女子：オムロンが3年ぶリ15回目の優勝！ 



日 本リーグを終えて 日本ハンドボールリーグ機構 GM 家氷昌樹 

今シーズンはオリンピック予選の日程の関係で、例年より 各開催地の運営に活かしていただいております。その甲斐あ 
2か月短い日程での開催となり、開催地ならびにチームの つてか、各地で特色のある大会が増えてきており、来場いた 
方々には多大なるご負担をおかけ致しましたが、関係各位の だいたお客様にも好評を得ています。 

ご協力により男子は大同特殊鋼、女子はオムロンの優勝でシ また、熊本県の2,700人をはじめ、宮崎県小林市、福岡 
ーズンを終えることができました。 県は毎年1,000人を超えるお客様を集めていただきました。 

日本リーグ全体としては、4月にオーナー懇談会、6月に 残念ながら、全体平均では昨年の観客数には及びませんで 
コーチ研修会、7月に開催地 • GM 合同研修会、 GM 会議、 したが、なでしこリーグを除いた他競技が軒並み観客数の大 
審判研修会を行いました。開催地 • GM 合同研修会には毎年 幅減の中、開催各地の皆様のご尽力の賜物と感謝しておりま 
全開催地の責任者の方々にお集まりいただき、研修を通じて す。 
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一方、コーチ研修会では、日本のトップリーグの指導者と 
して、人間形成や、メディアトレーニング等日本のトップ指 
導者として研修を積んでチームカ向上に取り組んでいます。 

審判研修会では、国内のトップレフェリーがに対して、よ 
り質の高い研修を積んでいただいております。ハンドボール 
の話だけでなく、今年はサッカー協会より西村雄一国際審判 
( W 杯参加）のお話や、外部講師によるモチベーショントレ 
一ニングを行いました。強化と審判は両輪でなければならな 
いとの方針のもと、審判もトップリーグにふさわしし、研修を 
積んでいます。 

今年度初めて JHL ジュニアカップを東西に分けて開催い 
たしました。トップチームが普段指導しているチームである、 
トップチームのジュニアチームが集まりリーグ戦を8月に行 
いました。特に東の大会では、参加全チームがトップチーム 
と全く同じユニフォームで参加しました。これはトップチー 
ムのオーナーの方々が大会の趣旨をご理解いただいた結果で 
す。参加した子供たちは憧れのユニフォームに袖を通し、は 
つらつとしたプレーを見せてくれていました。近い将来、こ 
の中から1人でも多くの日本リーグプレーヤーが誕生してく 
れるものと信じております。なお、東西の1位チーム同士が 
プレーオフ決勝日に、プレーオフと同じコートで対戦し、男 
女とも琉球コラソンジュニアが優勝しました。 

レギュラーシーズンは、最終日まで出場チーム、順位が決 
まらないほどチームカが接近した状態でした。このような厳 
しいシーズンが毎年続き、接戦が増えれば日本代表の強化に 
もつながると確信しております。 

プレーオフは毎年多くのお客様にご来場をいただいてお 


り、今年も決勝は3,000人を超えるお客様に観戦いただき 
ました。今年の国歌斉唱には、元 U -16 強化選手で現在プロ 
歌手として活動されている真崎ゆかさんに歌っていただきま 
した。さらにハーフタイムではハローキティーが登場、昨年 
東日本大震災で販売できなかったハローキティーグッズの販 
売に花を添えてくれました。 

その他、ここ数年お客様の年齢 • 性別が大きく変わってき 
ており、授乳室やおむつ交換室を設置したり、ベビーカーの 
お預かりを行うなど、今までにない取り組みを行い、多くの 
方々にご利用いただきました。このようなお客様の変化も、 
各開催地での PR 活動の工夫やハンドボール OB 、 OG の方々 
の掘り起こしのおかげだと併せて感謝申し上げます。 

最終結果は、男子はレギュラーシーズン3位から勝ち上が 
って大同特殊鋼が、女子はレギュラーシーズン2位から勝ち 
上がったオムロンが優勝しました。この結果をみても男女と 
もチームカが接近しており、次年度も激しく楽しみな試合を 
展開してくれると思います。 

第37回大会よりセントラル自動車を新たに仲間に迎え、 
男子9チーム、女子6チームでの熱戦を展開して参ります。 
今シーズンも是非一人でも多くの方に会場に足を運んでいた 
だき、また ハン ドボールを知らないお友達を会場にお誘いい 
ただき、日本リーグを盛り上げていただきたいと思います。 

最後にスポンサー各社様、開催地の方々、チーム保有の会 
社の皆様、チームのフアンクラブの皆様の力強いサポートを 
いただきましたことに深く感謝申し上げると共に、今シーズ 
ンも変わらぬご支援を宜しくお願しヽ申し上げます。 


男子優勝：大同特殊鋼 


大同特殊鋼ハンドボール部監督 ■ 清水博之 

はじめに、皆様ご存知の通りプレーオフ決勝が開催された 
3月11日は、東日本大震災が発生した日でもあります。こ 
の災害で数多くの方々が被災され、また今なお避難生活を強 
いられている方もおり、一刻も早い復興をお祈りすると共に 
被災された皆様に心からお見舞い申し上げます。 


今回プレーオフに挑むにあたり、 3つのことをチームで誓 
いました。1つ目は、被災された方々に「勇気と感動」を与 
えられる試合をすること、 2つ目は2年ぶりの開催であり待 
ち望んだフアンの「期待に答える」試合をすること、3つ目 
はハンドボールの「魅力（面白さ、楽しさ）を伝える」こと 
であります。それをコート上で表現するにはチームがひとつ 
にならなければできません。よって、一番力を入れてきたこ 
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とは「チームをひとつにする」ということです。どこまで試 
合の中で表現でき感じ取られたかは分りませんが、選手一同 
そこへ向って一生懸命取り組みました。 

その結果、 2戦とも非常に苦しく厳しい内容でありました 
が、2年ぶり15回目の優勝に繫がったのだと感じておりま 
す。選手個人が自分のやるべき役割を自覚し行動に移しまし 
た。若手選手（入社前の加藤、新人 GK 久保、2年目棚原） 

の迷いのない思いっきりのよいプレー、中堅選手（地引、山 
城、千々波）の安定感、ベテラン選手（末松、武田）の勝負 
強さなど、各々の役割が上手く嚙み合いチームー丸で戦えた 
と感じております。 

また、素晴らしい試合には素晴らしい相手が必要です。と 
もに戦った大崎電気およびトヨタ車体の選手スタッフに感謝 
するとともに、今後とも切磋琢磨でハンドボール界発展のた 
めに努力して参ります。 

最後になりますのが、目指すべきところは「世界に通用 
するハンドボールチーム」であり、4月19日〜福井県で開 
催される東アジアハンドボールクラブ選手権優勝に向けて、 

早々に再出発いたします。 

日本リーグを開催するにあたり、レギュラーシーズンより 
ご尽力いただきました各都道府県協会および関係者の皆様 
方、会場まで足を運んで応援くださったフアンや家族、応援 
団の方々、本当にありがとうございました。 

大同特殊鋼 • 末松誠（男子最高殊勲選手） 

3月10日、11日に駒沢体育館でプレーオフが行われま 
した。昨年は6連覇のかかったプレーオフが震災の影響に 
より中止となりリーグ3位と残念な結果になりました。また、 
日本一を賭けて戦った全日本総合でも決勝戦でトヨタ車体に 
破れ日本一には一歩及ばず悔しい思いをしました。そして迎 
えたプレーオフ。レギュラーシーズンでは大崎電気 • トヨタ 
車体ともに敗戦し、3位でプレーオフの出場権を獲得しまし 
た。いずれにしてもプレーオフでは準決勝、決勝の2試合 
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を勝たなければ日本一を掴み取る事は出来ないため一戦一戦 
をどんな状況になろうと決して諦めず、大同の持ち味である 
チームワークを武器に戦い抜く事をチーム全員で確かめ合い 
試合に臨みました。 

準決勝の相手は、昨年の全日本総合決勝で破れたトヨタ車 
体との対戦でした。スタートこそ大同のリズムで試合を運び 
ますが、昨年の総合チャンピオンという相手の意地もあり、 
お互い一歩も譲らない試合展開となりました。最後は残り5 
秒で大同が得点し1点リード。相手も諦めず最後のシュー 
卜を狙いに来ますが、これを地弓1選手が体を張って止めに行 
き、何とか1点差で勝利しました。しかし、決勝戦に駒を 
進めたものの、最後のファウルがレツドカードの判定となり、 
チームの主力である地引選手が決勝戦には出場できない事と 
なり少し不安を抱えながら決勝戦を迎える事になりました。 

決勝戦前のミーティングでは戦術の確認を行いましたが、 
主に確かめ合った事は『§分達のチームハンドボールをやろ 
う』という事でした。 

昨日、闘志をみせてくれた地引選手の為、代わって出場す 
る選手はそれに負けない働きをする。またレギュラーシーズ 
ン3位でありチャレンジャーとして、どんな状況でも決し 
て諦めない事を全員で決め決勝に臨みました。 

試合はプレーオフ独特の雰囲気があり気持ちと気持ちのぶ 
つかり合いでした。お互い絶対に勝つというパフオーマンス 
で前後半でも決着がつかず延長戦へともつれ込みました。取 
って取られての展開が続くと思われましたが勝負所で大同 
GK がスーパーセーブを見せ、36対32で2年振り15回目 
の優勝を果たしました。その結果、私は最高殊勲選手という 
素晴らしい賞を頂きましたが、この賞はレギュラーシーズン 
からチームー丸となり苦しい時も辛い時もチームワークで頑 
張り抜いた全員の賞であると感じています。 

これからも見ている人が楽しめるハンドボール、また感動 
し勇気を与える チーム ハンドボールを展開できるように チー 
ムー丸頑張って行きたいと思います。 



写真提供•スポ I ツイベント社 








オムロン•へッドコーチ：黄慶泳 

今回の第36回日本リーグプレーオフで3年ぶり15回目 
の優勝ができて本当に心から喜んでおります。何よりもオム 
ロ ンハン ドボールチームを応援してくださっている皆様方に 
優勝のご報告が出来てほっとしておりますし、関係者の皆様 
方には心からお礼申し上げます。本当にありがとうございま 
した。 2年前世代交代の流れからチーム強化を進める中で安 
定しない厳しい戦いが続きましたが、伝統の守り勝つという 
オムロンらしい戦いで優勝をもぎ取ったのは非常に良かった 
と思います。 

久しぶりのプレーオフという舞台での戦いで、私も含めて 
選手達は準決勝のスタートから緊張して硬いプレーが目立ち 
ましたが、守りを固めていく上に徐々に緊張感がなくなり、 
よい動きを見せてくれたと思います。その戦いが表現出来た 
根底には、レギュラーシーズンも含めてプレーオフ直前から 
オムロンチーム本来の姿、基本の徹底、危機感等も含めてチ 
ームの方向性を的確に提示、アドバイスしてくださった GM 
代行西窪様のお陰だと思います。そして諦めることなく組織 
力を最大限引き出して戦えるようにチームを 一つに 纏めてく 
れた久野キャプテンの努力がなかったら、このような結果は 
難しかったと思います。本当に感謝の気持ちで一杯です。 

3年ぶりにリーグの頂点に立つことは出来ましたが、これ 
からが チームの スタートと考えています。 チームの 完成度、 
成熟度はまだ低いですし、修正、成長しなければならない所 
が沢山ありますので更なる努力と汗が必要と考えています。 

オムロンの試合を観戦された方々から、本当にまた応援に 
行きたいと思って頂ける様なチームを目指して日々努力して 
参りたいと思います。 

最後になりますが、皆様方には引き続きオムロンハンドボ 
ールチームをご支援、ご声援頂きます様にお願い申し上げま 
して、プレーオフ優勝のご報告といたします。 

本当にありがとうござし、ました。 


オムロン • 藤間カヽ右リ（女子最高殊勲選手） 

この度、第36回日本ハンドボールリーグ • プレーオフに 
おいて3年ぶり15回目の優勝という最高の結果を残すこと 
ができ、4：、から喜んでおります。これもひとえに日頃から才 
ムロンハンドボール部を支えてくださっている社員の皆様を 
始め、いつも試合会場まで足を運んで熱い声援を送ってくだ 
さったサポーターの皆様の支えがあってこその結果だと思っ 
ております。この場をお借りし改めて御礼申し上げたいと思 
います。 

本当にありがとうございました。 

2年前のプレーオフでは、準決勝でソニーセミコンダクタ 
に敗れ、昨年は日本リーグ4位で終わりプレーオフ進出さえ 
出来ず、大変悔しい思いをしてきました。だからこそ、今回 
のプレーオフは私達にとって特別なものであり、必ず優勝し 
たいという強い気持ちで臨みました。 

この優勝の決め手となったのは、これまでの先輩方が築き 
あげ、守り続けて下さったオムロンのディフェンスカだと思 
います。準決勝では、攻撃力の多彩なソニーセミコンダクタ 
相手に17失点、決勝ではスピーディーな速攻が持ち味の北 
國銀行相手に15失点と、まさに『鉄壁』でした。 

今回、最高殊勲選手賞という素晴らしい賞を頂けたのもチ 
ーム全員の強い守備意識がもたらした結果です。本当に感謝 
の気持ちでいっぱいです。 

チームの状態は決してベストではありませんでしたが、ベ 
ンチ入りした16人の選手の力だけでなく、メンバーから外 
れた6人全員でそれをカバーし、選手同士の絆の強さが存在 
していたからこそできた優勝だと思います。 

この優勝に満足することなく、これから女王の座を守り続 
けられるようにチームー丸となり頑張っていきたいと思いま 
す。今後ともオムロンハンドボール部を宜しくお願しヽ致しま 
す。1年間、沢山の熱いご声援ありがとうございました。 
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第36回日本ハンドボールリーグプレーオフ 


■ 戦 

評 

男子 

▼準決勝 

大崎電気28 (15 — 14、13— 12) 26 _永製薬 

プレーオフ男子準決勝第1試合は、レギュラーシーズン 
1位大崎電気と4位湧永製薬の対戦。湧永のスローオフで 
試合開始。開始1分9秒、ペナルティー獲得により湧永に 
7m スローのチャンス。しかし、大崎 GK • No. 1浦和が見事 
なセーブを見せる。3分に大崎電気 No.8 東長濱による初得 
点。7分まで2対2と両者一歩も譲らない展開を見せる。7 
分過ぎに大崎電気 7m スロー獲得のチャンスであったが、 No. 
8 東長濱選手が湧永 GK 志水選手の顔に当ててしまい、レッ 
ドカードで失格。その後も、退場者が続き、コートプレー 
ヤー5人対5人での試合展開も見られた。前半10分の時点 
で4対4と接戦。流れを掴みたい両チーム。12分に大崎電 
気、 Na 77 宮崎大輔を投入。大崎電気は高いディフェンスで 
湧永にプレッシャーをかける。湧永は、早いカットイン、サ 
イドシュートでの得点、大崎は速攻などで点を重ね一進一退 
の攻防。前半20分大崎の 7m スローを、 No. 4前田が決め9 
対9の同点とした。その後、大崎電気キーパーの No. 1浦和 
がナイスセーブを見せる。湧永はその後、相手チームが退場 
で人数が少ない時間を生かし速攻などで3連続得点。しかし、 
大崎電気も船4前田のサイドシュート、 Na77 宮崎大輔のミ 
ドルなどで前半ラスト2分で追いついた。さらにラスト17 
秒で No. 13森のポストシュートで得点、15対14と大崎の1 
点リードで前半を折り返した。前半だけで両チーム合わせ警 
告6枚、退場者2名と荒れた試合展開となった。 

後半は湧永の No. 9佐藤のサイドシュートからの得点でス 
タート。大崎は GK 浦和のナイスセーブからの速い2次速 
攻。湧永はセットプレーから、 No. 10名嘉の高いジャンプか 
らのサイドシュートなど息もつかせぬ展開が続く。後半10 
分で18対19と、大崎1点リードであるが、後半に入って 
も一進一退の攻防が続く。湧永は後半15分、№.23東長濱 
が力強いロングシュートで今日、9得点目を決めるなど大活 
躍。負けじと大崎も No. 77宮崎大輔がロングシュートを放つ 
が、キ 1 — パ， —志水のファインセ' —ブに阻まれる。しかし、局 
いジャンプからのボストパスで No. 13森が決める。その後湧 
永 No. 6山中の退場により、大崎は突き放すチャンスを得るが、 
今度は、大崎 No. 13森が退場し一転、湧永のチャンスとなる。 
7m スローを湧永の No. 23東長濱が落ち着いて決め、同点と 
する。22分の時点で、25対25と1点をめぐる争い。23 
分に Na 77宮崎大輔、26分に Na 19猪妻が連続得点を決め大 
崎が2点リードし流れを引き寄せたかと思われた。しかし、 


湧永も No. 5今井のポストシュートで1点差に迫る。ラスト 
1分で湧永 No. 6山中が無念の退場。その後大崎電気 Na 3小 
澤がサイドシュートを決め、2点差で逃げ切った。 

大同特殊鋼29 (14-13、 15-15) 28トヨタ車体 

プレーオフ男子準決勝は、レギュラーシーズン2位トヨ 
夕車体と3位大同特殊鋼の対戦。大同のスローオフで試合 
開始。大同 Na.4 末松のミドルシュートで先制。大同は高い 
ディフェンスから恥4末松と No. 15山城の連続速攻などで前 
半5分、4対1と大同リード。車体も No. 15鶴谷のサイドシ 
ュートと No..10 木切倉のミドルシュートで反撃。その後、両 
チーム GK のナイスセーブで一進一退の攻防が続く。大同は 
Na 4末松のランニングシュートと Na 13加藤のポストシュー 
卜で前半18分、10対7と大同リード。車体も多彩な攻撃 
から門山のロングシュート、 Na 8藤田のポストシュー 
卜など4連続得点で、前半26分過ぎについに12対11と 
逆転する。しかし、大同も GK 久保のナイスセーブで流れを 
渡さず、前半残り2分で No. 13加藤のポストシュートと No. 9 
武田のロングシュートで再逆転し、13対14で大同リード 
で前半で折り返す。 

後半に入り、車体は No. 5高智のポストシュート、 No. 18崎 
前の速攻など3連続得点で16対14と好スタート。大同も、 
Na 9武田のサイドシュートや No. 2棚原のミドルシュートで 
追撃、後半10分、20対19で再び大同逆転。その後は、両 
チームは点の取り合いで追い着き追い越せの激しい攻防が 
続き、一進一退でどちらも譲らず後半19分、24対24の同 
点。大同は、20分過ぎ後半絶好調の№.9武田が速攻とミド 
ルシュートの連続得点で26対24の2点差のリードつける。 
流れは大同に傾きかけたが、車体も猛反撃を見せ、後半残り 
30秒、 No.22 門山のミドルシュートで28対28で同点。こ 
のまま延長かと思われたが、残り5秒、大同 Mo.15 山城のサ 
イドシュートが決まり大同が大接戦を制した。 

▼決勝 

大同特殊鋼 36(16 —16、11一11、5-4、4一1)32大崎電気 

プレーオフ男子決勝は、レギュラーシーズン1位大崎電 
気と3位大同特殊鋼の対戦。大同特殊鋼のスローで試合開始。 
大同 Na2 棚原のカットインシュートで幕を開けた決勝戦は、 
続けて No. 13加藤、 No. 9武田の得点で3対0とし、立ち上 
がり大同が主導権を握る。このまま大同ペースかと思われた 
が、4分、6分に 7m スロー、7分にもカットインで大崎 No. 
8東長濱が連続得点をあげ、一気に4対4の同点に追いつく。 
その後は、両チームともに点を取り合う一進一退の攻防が続 
く。早く流れを掴みたい両チームだが、大崎 No . 22吉田、大 
同 No. 12久保の両 GK のファインセーブにより、互いにペー 
スをつかむことができない。16対16の同点で前半を終えた。 

後半は大同 No. 15山城のサイドシュートで始まるも、すぐ 
さま大崎 No. 14岩永、 No. 15夏山が連続得点をあげ、18対 
17と大崎が逆転する。早くペースをつかみたい両チームだ 



第 36 回日本ハンドボールリーグプレーオフ 


が、前半同様に両 GK のファインセーブが続き、なかなか得 
点できない。7分過ぎから、大崎 No . 13森のポストシュート、 
No . 6豊田の速攻などで21対19と突き放しにかかるも、11 
分に大同 No . 13加藤がカットインを決め、1点差に迫る。そ 
の後は、26分まで両者一歩も譲らない展開を見せる。 27分、 
大同 No . 15山城の速攻、 No . 77宮崎のカットインで互いに点 
を取り合い、27対26と再び1点差になったところで、大 
同がタイムアウト。29分に大崎 No . 14岩永がミドルシュー 
卜を決め同点とした後、大崎が速攻を仕掛け No . 77宮崎がシ 
ュートを試みるも、大同 No . ,9武田が決死のディフェンスで 
阻止。宮崎がノータイムフリースローを打つも枠を外れ、こ 
の一戦は27対27の同点で延長戦にもつれ込む試合となっ 
た。 

延長前半、大崎 No . 6豊田のミドルシュートで始まり、大 
同 No . 4末松のサイドシュートで応戦するという両者点を取 
り合う展開となる。終了間際に大同 No . 4末松がロングシュ 
ートを決め、32対31 e 大同リードで的半を折り返3。延 
長後半、大同 Na 10岸川、 Na 13加藤の連続得点で3点差と 
する。その後も大崎のフリーシュートを、大同 GK 陣が幾度 
も阻止し、大崎の追撃を許さない。延長にまでもつれこんだ 
白熱した決勝戦は、36対32で大同特殊鋼が勝利をおさめ、 
2年ぶり15回目の優勝を手にした。両チームの良さが発揮 
された素晴らしいプレーが満員の会場全体のハンドボールフ 
ァンを魅了した。 

▼準決勝 

オムロン 24(10 —10、14 一 7) 17 ソニーセミコンダクタ 

プレーオフ女子準決勝は、レギュラーシーズン2位オム 
ロンと3位ソニーが対戦。ソニーのスローオフで試合開始。 
ソニーは No . 2山野のカットインシュートで先制。オムロン 
もすかさず No . 17東濱のミドルシュートで返す。しかし、才 
ムロンは立ち上がりから固さもあり、ソニー Na 4髙橋のポ 
ストシュート、 Na 17錦織の速攻などで、，前半8分過ぎまで 
に 1-4 でリードされる。オムロンはすかさずタイムアウト 
を要請。その後オムロン No , 8石立のカットインや No . 13勝連 
のサイドシュートなど3連取で前半13分に4対4の同点。 
その後は一進一退の攻防が続き、前半25分、オムロン No . 
22金のポストシュート No . 17東濱のロングシュートで9対 
7とオムロンが逆転。しかし、オムロンに退場者が出て前半 
は10対10の同点で折り返す。 

後半の立ち上がりは、ソニーの 7 m スローで始まったが、 
オムロン No . 1藤間が阻止。その後4分過ぎの 7 m スロー、 
ポストのノーマークシュートも阻止し、流れはオムロンへ。 
No . 7藤井の回り込みシュートや No . 17東濱のスカイプレー、 
No . 13勝連の速攻などで後半8分過ぎ14対10とオムロン 
がリード。ソニーはすかさずタイムアウトを要求。ソニーは 
ベテラン No . 5田中のサイドシュートや No . 17錦織のポストシ 


ュートで追跡するも、オムロンも No . 7藤井のステツプシュ 
ートや No . 5稲葉のロングシュートで後半23分21対15と 
更に突き放し、その後もオムロンは控え選手を送り込む余裕 
で24対17で勝利した。 

▼決勝 

オムロン18 (9-7, 9-8) 15北國銀行 

プレーオフ女子決勝は、レギュラーシーズン1位北國銀 
行と2位オムロンの対戦。北國銀行のスローオフで試合開始。 
オムロン No . 13勝連のサイドシュートで先制するも、すかさ 
ず北國版5樋口のミドルシュートで返す。立ち上がりから 
両チームともに足を使つたディフエンスで相手に決定的なチ 
ャンスを与えない。4分オムロン Na 13勝連が得点するも、 
すぐさま北國 No . 6石野のカツトインで3対2とし、8分に 
北國銀行 Na 6石野のサイドシュートで同点、9分に北國銀行 
N ◦.4上町が得点し、3連続得点で逆転するも、すぐさま、才 
ムロン No . 1 y 柬濱のシュートで4対4の同点とする。その後 
は、両チームの GK のナイスセーブで一進一退の攻防が続く。 
この間、11分に北國114上町、16分に北國 Na 8小野澤が 
退場するも、オムロンは点差を広げることはできず。両チー 
ムともにディフエンスが機能し、19分の時点で6対6の同 
点。19分、オムロン版7藤井が長い均衡を破るも、すぐさ 
ま、北國 Na 4 上町が得点し、7対7の同点に追いつく。21分、 
北國がチームタイムアウトを要求するも、得点に結びつける 
ことが出来ず、逆にオムロン No . 3髙田がサイドシュートを 
決め、8対7と逆転。オムロンキーパーのナイスセーブが続 
く間に、オムロン Na 13勝連がサイドシュートを決め2点差 
とし、9対7とオムロンリードで前半を終了した。 

後半は、オムロンのコートプレーヤーが1名少ない状態 
からスタート。その苦しい中、オムロン No . 1藤間のフアイ 
ンセーブで北國の得点を許さない。 2 分に北國版 9 横嶋のポ 
ストシュート、3分に No . 17八十島が速攻を決め、9対9の 
同点に追いつく。オムロンは、 Na 22 金の得点で再びリード 
すると、続けざまに No . 13勝連のサイドシュートで11対9 
の2点差に広げる。その後、一進一退の攻防が続く。この 
間に北國に退場者が出るも、オムロンは攻撃がかみ合わず、 
点差を広げることができない。しかし、13分あたりから、 
オムロンは本日好調の勝連の得点などで点差を広げ始め、す 
かさず北國はタイムアウトを要求。タイムアウト後は、互い 
に点を取り合う展開が続く。オムロン版13勝連の退場を期 
に点差を縮めたい北國だが、ミスが重なりなかなか得点に結 
びつかず、逆にオムロンに点差を広げられ17対12となる。 
流れはオムロンかと思われたが、 Na 17東濱の退場を境に北 
國がリズムを取り戻し、2点差に追い上げる。すかさず、才 
ムロンはタイムアウトで流れを止めにかかる。その後、両 
GK のセーブが続くも、終了間際、オムロン No .22 金がボス 
卜のループシュートを決め、3点差としたところで試合終了。 
18対15でオムロンがレギュラーシーズン1位の北國銀行 
を破り、3年ぶりの優勝を果たした。 



女子 

最高殊勲選手賞 藤間かおり（オムロン） 初 

最優秀監督賞 黄慶泳（オムロン） 5回目 

殊勲選手賞 田代ひろみ（北國銀行） 初 

得点王 上町史織（北國銀行） 121点 3回目 

フィール ド得点賞 上町史織（北國銀行） 88点 初 

シュート率賞 小野澤香理（北國銀行） 0. 790 2回目 

7 m スロー 得点賞 山野由美子（ソニーセミ コン ダクタ）35点 初 

7 fn スロー 阻止率賞 堂面妙子（広島メイプルレツズ） 0. 320 (8/25) 3回目 

最優秀選手賞 田代ひろみ（北國銀行） 初 

最優秀新人賞 山野由美子（ソニーセミコンダクタ） 

ベストセブン賞 田代ひろみ（北國銀行） 4回目 

上町史織（北國銀行） 5回目 

藤井紫緒（オムロン） 3回目 

勝連智恵（オムロン） 初 

髙田裕梨（オムロン） 初 

山野由美子（ソニーセミコンダクタ）初 
高山智恵（広島メイプルレツズ）初 
ベストディフェンダー賞小野澤香理（北國銀行） 3回目 

フェアフレー 賞 オムロン 

88点/15試合 （5. 867点/試合） 


※勝敗（〇、△、 •） の上が得点、下が失点を表し、左側がホーム、右側がアウエイの結果を表す t 
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【女子】 

優勝 
準優勝 
3位 


|最終順位 

【男子】 

優勝：北陸高等学校（福井） 

準優勝：岩手県立不来方高等学校（岩手） 

3位：茨城県立藤代紫水高等学校（茨城） 
山口県立岩国工業高等学校（山口） 


山口県立華陵高等学校（山口） 
四天王寺高等学校（大阪） 

大分県立大分鶴崎高等学校（大分） 
小松市立高等学校（石川） 


限リない未来へ大いなる期待と願いをこめて 

一第35回全国高校選抜大会を振リ返って一 

岩手県高体連ハンドボール専門部委員長中島0召博 


「イーハトーブの風に乗り花巻く世界へ君は翔ぶ」の大会 
スローガンのもと、新たに増築された花卷市総合体育館ア 
ネックスをメインに花巻市民体育館、富士大学スポーツセン 
ターの3会場において、第35回全国高等学校ハンドボール 
選抜大会が開催されました。大震災のために前回中止となっ 
たことで2年ぶりに開催された大会の内容をご紹介いたしま 
す。 

3月24日、開会式に先立ち、来賓•選手•大会関係者- 
観客一同、東方に向かって黙祷を捧げた後、一年前の大津波 
によって7万本もの松がなぎ倒されて変わり果てた浜に奇跡 
的にそびえたつ“一本の松”で知られた陸前高田市の氷上共 
鳴会による「氷上太鼓〜いのちの鼓動」が披露されました。 
前々年度優勝校男子香川中央高校、女子四天王寺高校を筆頭 
にチーム紹介が行われ、全国高体連専門部船木委員長による 
開会宣言の後、優勝杯_準優勝杯，優勝旗 • アシックス杯の 
返還並びにレプリカ授与、日本協会川上専務理事の挨拶、岩 
手県高体連山田会長の祝辞、岩手県協会太田会長及び花卷市 
大石市長の歓迎の言葉が述べられました。その後、開催地男 
女代表の盛岡第一高校小野主将と盛岡南高校小田島主将によ 
る選手宣誓が行われ、フィナーレには釜石•花巻南•花巻北 
3高合同合唱団による「瑠璃色の地球」、「イーハトーブの風」、 
「剣舞の歌」が披露されました。 

競技初日 （25 日）、2会場4コートで熱戦の火蓋が切られ、 
1回戦男女8試合ずつが行われました。2日目 （26 日）、3 
会場6コートで2回戦男女16試合ずつ、3日目 （27 日）、 
2会場4コートで男女8試合ずつが行われ、地元出身選手 
が男女共に活躍した不来方高校が勝ち進み、盛り上がりに弾 


みがつきました。4日目 （28 日）、男子準々決勝では事前か 
ら今大会の見所として話題となった因縁対決が実現し、不来 
方高校が興南高校に勝利したことにより、メディア各社に大 
きく取り上げられ、大会の雰囲気も俄然盛り上がりました。 
その夜に、震度5弱の余震が発生し、すぐに選手の安否確認 
と危機管理体制の見直しを行し、ました。 

5日目 （29 日）、準決勝は男子が不来方一藤代紫水、北陸 
一岩国工業、女子が華陵一大分鶴崎、四天王寺一小松市立。 
どの試合もお互いの力量を存分に発揮し合った好ゲームが展 
開されました。 

最終日 （30 日）、女子決勝戦直前、この試合の審判を担当 
する中舘豊氏が審判定年を迎える最終試合となることから、 
長年、トップレフェリーとして、また、ヤングレフェリー育 
成等ハンドボール界への多大な貢献を称えて、ペアの多田和 
生氏と共に、川上専務理事から花束が贈られました。サブラ 
イズのセレモニーに、両チームの選手が自然にコート中央に 
歩み寄り、笑顔で拍手を送る光景は、とても和やかで清清し 
いスポーツマンシップが釀し出された瞬間でした。 

決勝戦は、男女共に連戦の疲れを感じさせない白熱した好 
ゲームでした。女子は、インターハイ、国体を制した華陵 
高校が終始落ち着いたゲームコントロールで初優勝を飾りま 
した。男子は、初の決勝進出を果たした地元の不来方高校が 
大応援団の声援を背にあげた大量リードを不屈のプレーで覆 
し、残り3秒の決勝ゴール後の、ノータイムフリースローを 
凌いだ北陸高校が3度目の優勝を飾りました。両チームとも 
存分にハンドボールの魅力と醍醐味を披露してくれて、会場 
が興奮の坩堝と化した「球史に残る一戦」でした。 
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〈平成 23 年度第 35 回全国高等学校ハンドボール選抜大会〉 


ここに、出場チームの健闘を称え、これまで精進してきた 
選手と指導していただきました監督スタッフに心からの感謝 
と敬意を表しますと共に、インターハイ、国体に向けて志を 
高く掲げて更なる向上を目指していただきますようご祈念申 
し上げます。 

以下、競技運営とは別に展開した内容です。 

トレーナー•サポート：全会場に全日程、アスレチックト 
レーナーを配置して、選手_審判のコンディショニングに活 
躍していただきました。アンチ • ドーピング•アウトリーチ： 
24-28 日の5日間、公益財団法人日本アンチ • ドーピング機 
構 （ JADA ) の 「PLAY TRUE 〜真の姿で競技に臨むこと」の 
啓蒙活動を実施しました。 

初日競技終了後、上記アスリート委員として日本協会から 
派遣された上町史織選手（北國銀行）と銘刈淳選手（トヨタ 
車体）による高校生補助員対象講習会を実施しました。長期 
間、準備運営に携わってくれる地元高校生にとって、素敵な 
プレゼントとなりました。4日目競技終了後、「世界へ羽ば 
たけ！〜子どもたちへ送るメッセージ」と題し、来季から日 
本リーグ参戦が公表されたトヨタ g 動車東日本監督就任予定 
の中川善雄氏と国際委員会副委員長のローランド氏による小 
中学生対象ミニハンドボールとトークイベント （ MC : 宇野 
和男氏）を行いました。山口県から応援にきた親子も参加し 
てくれました。お楽しみ抽選会では次代を担うハンドボーラ 
一に協賛企業提供プレゼントが全員に手渡されました。 

最終日、男子決勝ハーフタイムに市内保育園児26人によ 
る「こども火消し纏振り」を披露してもらいました。 

「日本代表男女チームに魂の エール （寄せ書き）を送ろう！」 
と題して、メイン会場ロビーに大きな日の丸への書き込みと 
日本代表男子チームからのビデオ レター、 及び、上町選手と 
日本代表女子チームの特集番組 （ NHK 盛岡放送局）を大型 
モニターで 流し、その周囲に世界選手権等の写真をディスプ 
レイしました。 

昨年の大会中止以来、今日まで全国•世界各地から寄せて 
いただいた励ましの寄せ書きを体育館通路に掲示しました。 
試合のスナップ写真を掲示し、写っている選手へプレゼント 
するサービスを実施しました。空港、新花卷駅、 JR 花巻駅、 
競技会場に歓迎のぼりと、市内小学生による歓迎&励ましメ 
ッセージカードをパネル展示しました。大会 PR :事前にプ 



地元 • 不来方応援と震災への支援感謝の横断幕 


レスリリースを発行し、大会前1回、大会中2回、地元 FM 
局に生出演して大会の PR とご来場と観戦を呼びかけました。 

《詳細は下記をご参照ください》 

☆岩手 ハン ド ボール 応援ページ： 
http :// homepage 3. nifty . com / iwate - handball / index.ntm 

☆リトルハンド 

http :// abe . ihatov . jp / handball / top.htm 
☆岩手スポーツマガジン Standard web 
http :// www . iwatestandara . jp / handball _ iwate.html 
☆いわて元気 TV i-sports 
http :// www . iwate - genki . tv / 

世界及び全国各地の多くの皆様方から寄せて頂きました励 
ましとご厚情に後押しされながら、地域行政、日本協会、全 
国高体連専門部、マッチバイザー、審判員ほか競技役員（岩 
手県協会•専門部•関係委員）が一体となって、大会をやり 
遂げることができました。大会運営で大事にしたことは「プ 
レーヤーズファースト」を心掛けることでした。さらに、チ 
ーム役員、観客、トレーナー、大会 • 競技役員、会場施設関 
係者、行政、 0 B _0 G 、 保護者、アトラクション関係者、メ 
ディア、協賛企業•団体、地域関係者などの多くの皆様と 
の絆を大切にして、繫がりを広げることを目指しました。応 
援に駆けつけた方々や 0 B *0 G 、 報道関係者、地域の方々に 
ハンドボール競技会場を楽しんで頂けるように取り組みまし 
た。出場チームが見せてくれた渾身のプレーは、多くの人々 
に感動と勇気を与えていただけたものと嬉しく思っておりま 
す。また、大会を通じて取り組んだことが、果たしてハンド 
ボールファンの拡がりと ハン ドボール競技の価値向上の一助 
となってもらえたら幸いですし、皆様の思いがロンドンオリ 
ンピック最終予選に臨む日本代表チームへの追い風となって 
くれることを切に願っています。 

結びに、一連の花巻での大会開催に関わって、ご支援ご協 
力を頂きました関係各位に深甚なる敬意と感謝を申し上げま 
すと共に、2012北信越かがやき総体、並びに第36回選抜 
静岡大会が成功されますことを心よりご祈念申し上げて、総 
評とさせていただきます。3年間、ありがとうございました。 

転勤先：岩手県政策地域部国体室（第71回国民体育大会岩手県 
準備委員会事務局） TEL :019-629-6292 FAX :019-629-6299 
E-mail a - nakashima @ pref . iwate.ip 



多田 • 中舘両審判へ川上専務理事から花束贈呈 
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北陸 

鷗料限. 
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■ 女子優勝：山口県立華陵高等学校（山口) 


山口県立華陵高校監督吉兼敦生 

東北各地での復興のニュースがマスコミを通じて伝わって 
きます。まだまだがれきの山があり、復興の途についたばか 
りという地域もあると聞いています。昨年、東日本大震災で 
中止になった選抜大会が、 2年ぶりに花巻市で開催されまし 
た。大会の開催にご尽力いただきました関係各位、岩手県協 
会、岩手県高体連専門部、花巻市の皆様のきめ細やかな大会 
運営に感謝申し上げます。開会式での陸前高田氷上太鼓の演 
奏は、私たちに勇気と元気と活力を与えてくれました。また 
力強い演技に、復興に向けた東北の方々の大きなエネルギー 
を感じとることができました。 

選抜大会は新チームになっての最初の全国大会です。自分 
たちのやってきた練習が、全国でどのくらい通用するのか。 
大きな楽しみと不安がありました。今年のチームは昨年のチ 
ームと比較して全体的に身長が低く、体力的にはまだまだと 
いう感じです。しかし、一人ひとりのスピードとテクニック 
は決して昨年のチームに引けを取っていません。ハンドボー 
ルに関する知的 スキル も高い選手がそろっていると思いま 
す。身体の小さい選手達が、スピードとコンビネーションで 


何とか結果を出してくれました。今後は、インターハイに向 
けて選手層を厚くし、フィジカルトレーニングで接触に強い 
身体作りをしていきたいと考えています。課題へのチャレン 
ジと修正、これが華陵高校の練習での取組です。この大会で 
の優勝を過信せず、自分たちのコントロールできることを確 
実にやっていこうと思います。 

最後にご支援 • ご協力をいただいた県体育協会、県協会、 
県高体連専門部を始め、華陵高校ハンドボール部を応援して 
くださった関係者の方々に心から御礼を申し上げます。 
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限られた資源だから、有意義に使っていきたい。 

命あるものたちが共存する地球だから、 

快適な環境を守っていきたい。 

計測•制御の專門メーカーとして時代をリードする大崎は 
ユニークな発想と探究心で省エネ、省力化機器など、 
つねに技術革新をこころがけています。 


大崎電気工業株式会社 
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■戦 

_ 男子 _ 

▼準決勝 

不来方36 (16-12、 20 - 14) 26藤代紫水 

前半、不来方は高身長を活かした3 - 2 -1 DF を仕掛け、 
藤代紫水が攻め切れないところをついて、10分過ぎに中村、 
齊藤、昆、安倍の4連取でリズムに乗る。不来方 GK 遠藤が 
相手のシュートを再三に渡り好セーブ。前半4点リードで 
折り返す。 

後半も勢いの止まらない不来方は安倍、齊藤の両エースを 
中心に加点。20分過ぎに最大12点差がつく。藤代紫水は、 
今野、木村で得点するも差が埋まることはなかった。不来方 
は初の決勝進出を決めた。 

北陸38 (20 — 14、18— 17) 31岩国工業 

前半、北陸は素早いパス回しから白石のカットイン、大橋 
のボストシュートで試合を優位に進める。対する岩国工業は 
徳田、森木の1対1からのシュートで反撃する。北陸が退 
場者を出したときに点差を縮められず、20対14の北陸リ 
ードで前半を折り返した。 

後半、岩国工業は、 GK 川岡の好セーブで反撃するが、北 
陸の1対1を守ることができず、38対31で北陸が岩国エ 
業を下した。 

▼決勝 

北陸37 (18 — 20、 19-16) 36不来方 

地元の不来方は大声援を背に集中力で昆、中花の連続得点 
で主導権を握る。対する北陸は不来方 GK 遠藤の好セーブに 
苦しむが、22分以降、不来方の退場を機に、白石、田中の 
速攻などで最大9点差あったリードを2点差に縮めて折り 
返した。 

後半早々、逆転に成功。その後、一進一退の攻防を繰り広げ、 
ラスト3秒で北陸の大橋のポストシュートが決勝点となり、 
37対36で北陸が不来方を下して頂点に立った。 


_ 女子 _ 

▼準決勝 

華陵36 (16-12、 20 - 13) 25大分鶴崎 

前半、華陵はサイド、ポストシュートで加点。大分鶴崎は 
石川、菅本のロングシュートで対抗する。22分過ぎ、華陵 
は松本、山根、宮崎、田村と連取して前半4点リードで折 
り返す。後半は華陵の一方的な試合展開となる。華陵 GK 波 
羅が大分鶴崎のシュートをことごとく防ぎ、それを速攻につ 
なげ一気に点差を引き離す。大分鶴崎は10差がついた7分 
過ぎにタイムアウトを申請するが、流れを変えることはでき 
ず、点差が埋まることはなかった。試合巧者の華陵が決勝進 
出を決めた。 

四天王寺27 (10 — 9、17 — 8) 17小松市立 

前半、小松市立は吉光の豪快なロングシュート、佐藤の力 
ットインで4対1とスタートダッシュに成功した。そこか 
らは、四天王寺の GK 清水の好セーブがあり、小松市立が得 
点をとれない時間が続く間に、四天王寺が4連取で追い上げ、 
上田のカットインで逆転成功。前半を10対9の四天王寺1 
点リードで折り返した。後半、四天王寺は退場者を出すが、 
素早いパス回しからのポストプレーで着実に得点を重ね、四 
天王寺が27対17で勝利した。 

▼決勝 

華陵32 (17 — 11、15 - 10) 21四天王寺 

前半立ち上がり四天王寺はポストプレー、華陵はロングシ 
ュートで得点し、互角の展開。12分過ぎから、華陵は堅い 
ディフェンスからの速攻や相手の裏をつくプレー、田村、山 
根らの連取などで徐々に四天王寺を引き離し、 17-11 の6 
点リードで前半終了。後半、華陵は速攻とロングやミドルシ 
ユートで得点。四天王寺は様々なポジションから、田代、永 
田らのシュートで応戦するが、得点差を縮めることができず、 
華陵が初優勝を飾った。 
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昨年の大震災後、花巻では、インターハイやインカレを開催してきた。力強い復興が}! 
んでおり、地元岩手県ハンドボール協会の熱意には敬服を感じざるをえません。震災の景 
響で遅れていた、サブ体育館も今回は完成して、この大きな大会を順調に運営されていた, 
このサブ体育館は、ゴー 

ル裏にも観客席が設けら v I 13 

れ、コ-卜目線でも試合： 

が観戦でき、迫力ぁるプ5：: :赢’ | v ミ ■ 

とぃぅものでぁった。 ■ \ 1 119 

メィンァリ-ナとサブ丨 I gj ド_ 

ァリ-ナの渡り廊下に 

は、全国から送られた復 . 1 ' i Jpp 

興応援寄せ書きが掲げら I ； V 1 ( 

れていた◦(写真） . ^ I " 

この大会に尽力されて 

いた中島昭博競技副委員長からは、全国の応援戴いた皆様に感謝をしたいとのお話を戴し 


■優秀選手 
柿崎雅俊（浦和学院） 
屋比久浩之（興南） 
徳田新之介（岩国工業) 
安倍竜之介（不来方） 

今野利彦（藤代紫水） 

中花仁（不来方） 

助安功成（岩国工業） 


た。 

また、ロンドンオリンピック予選の直前でもあり、ナショナル チームの 応援コーナーが 
設けられ、応援寄せ書きに多くの方が応援メッセージを書き入れていた。 

大会の方は、地元不来方高校の躍進で大盛り上がりであった。地元岩手日報では連日 一 
面に写真入りで報道された。岩手県勢初めての全国大会決勝進出と言うことも重なり、決 
勝戦では、2階席の手すりにもすき間がないほどの観客で埋まった。試合の方は、初優勝 
を期待させる勢いであったが、試合巧者の北陸に残り3秒で決められ惜しくも準優勝で終 
わった。夏は雪辱を目指して頑張ってほしいものである。 

大会全般に、どのチームもチームとしてのまとまりは今ひとつであった。これから夏の 
大会に向けてどの 
様なチームに育つ 
か非常に楽しみな 
チームが多くみら 
れた。各チームの切 
磋琢磨が、日本のハ 
ンドボールの発展 
に繫がることは確 
かである。夏の成長 
した姿も見てみた 
いと思えた。 


■優秀選手 
清水朋花（四天王寺） 

神田菜実子（小松市立) 
岩崎成美（華陵） 
吉光遼（小松市立） 

綿引彩恵（埼玉栄） 

松本ひかる（華陵） 

永田美香（四天王寺） 


帥' V 物ぬ7最終樋 c 桃 


ストップ！未成年者飲酒_飲酒運転。お酒は楽しく適量で。 
妊娠中■授乳期の飲酒はやめましょう。 















f チャレンジ • 
固デイビジョン 

日本ハンドボールリーグ機構冨森達人 

2008年、世界金融危機による経済状況の悪化は、企業チ 
ームをはじめとする社会人スポーツ界にも大きな打撃を与 
え、いくつものチームが第一線から姿を消していきました。 
ハン ドボールにおいても、 Honda やトヨタ自動車がトップ 
リーグから撤退していく厳しい状況の中、逆境に打ち勝つた 
めに、このハンドボールチヤレンジデイビジョンを立ち上げ 
てから早くも3年が過ぎました。 

今大会も企業チーム、国体チーム、クラブチーム、学生チ 
ームの各カテゴリーから過去最大の12チームの参加があり 
ました。残念ながら、国体を終えた山口県勢は不参加となり 
ましたが、新たに〇 SAKA SELECTION 、 TOYAMA 選抜、セ 
ントラル自動車、同朋クラブ、岐阜聖徳学園大学の5チーム 
を迎え、チャレンジする意欲に溢れた活気ある大会となりま 
した。 

A ブロックは、連覇を目指す HC 岐阜と、昨年3位に食い 
込んだ大同大学が順当に勝ち星をあげていきました。今年、 
地元岐阜で清流国体を迎える HC 岐阜は、スピード溢れる攻 
撃力に磨きがかかっており、また一段強くなったと感じまし 
た。大同大学もスピードでは全く引けを取らないチーム。巧 
みに攻撃リズムを変化させながら試合展開を優位に引き寄せ 
ていく戦い方には感心させられます。ブロック予選で注目さ 
れたこの両チームの対戦は大接戦の末、 HC 岐阜に軍配があ 
がりました。 

神奈川県から宮城県に本社が移されることから、第2回大 
会への参加を見合わせたセントラル自動車は、昨年3月の大 
震災の影響で練習もままならない厳しい環境の中、この第3 
回大会に元気な姿を見せてくれました。序盤は思うように実 
力を発揮出来ませんでしたが、徐々に本来の動きを取戻して 
いきました。これには会社や地域の支援、チームスタッフや 
選手の只ならぬ努力の存在に加え、「復興」に向けた前へ進 
む強い気持ちを感じました。 


B ブロックは、優勝候補の筆頭でありながら第1回大会は 
3位、第2回大会は準優勝と悔しい思いをしているホンダが、 
初戦こそ八光 g 動車に苦しめられたものの、それ以降は相手 
を寄せ付けない戦いぶりを見せました。八光自動車は、オフ 
エンス時のバランスが良くなり得点力がアップした印象を持 
ちました。彼らの殆どが外車ディーラーの営業スタッフで、 
試合後は飛ぶように営業所へ戻っていきます。このように、 
社会人大会の各会場では、選手たち個々が、プレーさせても 
らえる環境をつくり出すため、必死に努力をしている姿を目 
にする機会があります。 

大阪から参加した OSAKA SELECTION は、ボンチフエロ 
ーズやソシオと いった クラブチームで結成された国体チーム 
で、その戦力は中々充実しています。“チーム”としての熟 
成が進めば一気に強くなれる可能性を秘めています。岐阜県 
から参加した岐阜聖徳学園大学は、日本代表を率いた経験も 
ある田口監督が指導するスピードのあるチームで、フィジカ 
ル面の強化がなされれば、この大会でも上位で戦える力があ 
ります。今大会も、決勝トーナメント進出に向けた熱い戦い 
が繰り広げられ、多くの好ゲームを見ることが出来ました。 
年々強化されているチームが多く、現状維持では勝てない大 
会へ成長し始めていることに喜びを感じています。 

1月末に愛知県豊田市で決勝トーナメントおよび順位決定 
戦を開催。決勝トーナメントに進出したのは HC 岐阜、大同 
大学、 Honda、OSAKA SELECTION の4チーム。準決勝第1 
試合は、全勝で A ブロックを制した HC 岐阜と、 B ブロック 
2位の OSAKA SELECTION の対戦。互角の戦いを予想して 
いましたが、意外にも前半から HC 岐阜が突き放す展開とな 
り、31対24で HC 岐阜が勝利しました。後半粘りを見せ 
たものの、前半についた点差を縮められず敗戦した OSAKA 
SELECTION は、個々の能力が高く、関西のチームらしい明 
るさがあり、これから更に強くなることが期待出来ます。 

準決勝第2試合は、全勝で B ブロック1位通過の Honda 
と A ブロック2位の大同大学の対戦。昨年の第2回大会準決 
勝では Honda が圧倒し勝利しましたが、今年は大同大学が 
必死に食らいつき大接戦となりました。前半1点のリードで 
折り返した大同大学は、 Honda の猛攻を最後まで凌ぎ、初 
の決勝進出を果たしました。 Honda は、全日本総合で見せ 
た気迫と集中力が発揮できず、今大会も優勝を逃す結果とな 



元気，やる気 
笑餳、馕ぐ 


飾 (RMS 袖式 S 社 http://www.wakunaga.oo.lp 


お取担い店のお謂い合せは 


130120 

i ：00~13：[ W € l *<) 


■39-0971 唐 


E ] 窗 ■[!! El 國□国 

肉体 fi 労後の体力低下•疇 MB ‘栄養障ル発熱性 i 肖耗性疾® 
1 乳皭などの壤合 ffl 栄•補驗 


—18 — 







【第 3 回チヤレンジ*デイビジョン】 


りました。 

決勝戦は、 HC 岐阜と大同大学の対戦。初の決勝進出で勢 
いのある大同大学が、連覇を狙う HC 岐阜を終始リードする 
展開。佐藤監督の熱のこもった指揮のもと、選手全員がひた 
すらに勝利へ向けて駆け巡る大同大学を、 HC 岐阜が社会人 
チームの意地と連覇への想いで辛抱強く追いかけた末に、終 
盤で大同大学を捕え逆転で2連覇を飾りました。今年の岐阜 
清流国体に向け、地域の期待に応えられるチームへと確実に 
成長しており、国体後も地域に根差して強化されることを切 
に願っています。 

順位決定戦も好ゲームが多く見られました。高校卒業選 
手のみでチームが構成されているトヨタ自動車は、昨年の 
第2回大会で1勝もあげることができず最下位でしたが、今 
回見事に立て直し 5 位に躍進。富山選抜は八光自動車に競 
り勝って8位、今後につながる価値ある1勝をあげました。 
HC 春日井も苦しみながら昨年よりひとつ順位を上げて 7 位。 
MKA 奈良は戦力が整わず苦しい戦いが続き 10 位に留まり 
ました。愛知県のクラブリーグから参戦した同朋クラブは、 
勝利することは出来なかったが、試合を重ねるごとに前を狙 
う姿勢が強まり、得点力を向上させていきました。同朋クラ 
ブは、チームをもっと強く、もっと高いところを目指すため、 
思い切って挑戦してくれました。このように、現状に甘んじ 
ることなく、“変わろうとする意志”をもったクラブチーム 
が増えていかなくては、社会人 ハン ドボールのレベルは衰退 
の一途を迪ることになります。 


今年の1月に宮城県で開催した試合に足を運び、仙台から 
会場へ向かう途中で見た光景には、大震災からしばらくた 
った当時でも、いたる所にその爪跡が残っていました。それ 
でも松島が堤防となり、被害を最小限に抑えたのだといいま 
す。会場となった大郷の体育館では、地域やセントラル自動 
車の方々のご尽力によって試合が出来る環境が整い、地元の 
方々の応援で盛上る素晴らしい大会を開催することができま 
した。セントラル自動車チームには、宮城県をはじめ東北地 
方の方々の大きな声援を受け、更に上のステージで活躍され 
ることを期待しています。 

今も尚、回復の兆しが見えてこない経済状況の中、我々社 
会人ハンドボール界に与えられた課題は少なくありません。 
この状況においても常に前進し、成長し続けることによって、 
学生や子どもたちに対し、魅力ある活躍の場を創造し、継承 
していくことをチャレンジディビジョンとしても最大の責務 
として取り組んでいきます。また、試合をする環境の強化、 
特にレフェリーの育成には力を注がなくてはなりません。そ 
のためにチャレンジディビジョンは、育成の場を提供するだ 
けではなく、自らレフェリーを生み出せるよう取り組んでい 
きます。 

最後になりましたが、多くの方々のご協力に支えられ今大 
会を無事に終えることが出来ましたことに心から感謝申し上 
げます。まだまだ多くの課題を残しておりますが、皆様から 
寄せられるご期待に応えられるよう努めて参りますので、今 
後も暖かいご支援をよろしくお願いいたします。 


試合結果 
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※勝敗（〇△籲）の上が得点、下が失点を表す。 


▼順位決定卜ーナメント1回戦 

トヨタ自動車 30 - 20 同朋クラブ 
セントラル自動車 22-17 岐阜聖徳学園大学 
HC 春日井25 -19 HOMKA 奈良 
TOYAMA 選抜 30 - 28 八光自動車 

▼順位決定トーナメント2回戦 
トヨタ自動車 28 - 26 HC 春日井 
セントラル自動車 38 - 26 TOYAMA 選抜 

▼順位決定トーナメント 

HC _ MKA 奈良 34-21 同朋クラブ 

八光自動車 32-14 岐阜聖徳学園大学 

▼11 一12位決定戦 

岐阜聖徳学園大学 27 - 22 同朋クラブ 

▼ 9 一 10位決定戦 

八光自動車 22-19 HOMKA 奈良 

▼ 7 — 8 位決定戦 

HC 春日井 31-29 TOYAMA 選抜 

▼ 5 — 6 位決定戦 

トヨタ自動車 26-18 セントラル自動車 
▼決勝トーナメント準決勝 

HC 岐阜31 (18 - 10、13 -14) 24 OSAKA SELECTION 
大同大学25 (13-11、12 - 13) 24 Honda 

▼ 3 位決定戦 

Honda 21 (11- 7,10 - 12) 19 OSAKA SELECTION 


▼決勝 

HC 岐阜27 (11-14、 16-12) 26大同大学 
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「日本の不思議」とは 


4年に1度、世界が最も注目する出来事がある。 
オリンピックと米大統領選挙である。大統領選挙 
はともかく、オリンピックはわが国でもテレビで 
連日放映されるし、新聞紙上でも大きな スペース 
を割いて報道されるから、 スポーツファ ンだけで 
なく多くの人たちの関心を引く。 

それだけに各競技団体にとっては、またとない 
アピールの 場になる。出場するかしないかでは、そ 
の後4年間の注目度が違ってくることは間違いない。 

それはともかく第36回日本リーグは男子が大同 
特殊鋼、女子はオムロンがいずれも15度目の優勝 
を飾り、頂点を奪回した。特に男子は延長にもつれ 
込む大接戦だった。ファンにとっては見逃せない 
戦いだったと言ってよかった。新しいシーズンも 
このようは手に汗握る熱戦を見たい気持ちがいま 
だにしている。 

その日本リーグのシーズン回顧をメイプルレッ 
ズの呉成玉監督と話していた時、彼女が言った言 
葉が気になった。 

「日本の選手は突然"精いっぱいプレーしたから、 
もうやめます”や“結婚することになったからやめ 
ます”なんて言うんですよね。私には理解しにくい 
し、不思議な気がするんです」 

ある年齢に達したりすると日本人選手は“引退” 
するし、ほとんどの選手は“結婚”を機にコートを 
去る。もう少し続ければいいのにと惜しまれての 
退部は“日本人の美徳”という一面があるのかもし 
れない。 

だが、呉監督の指摘は別のことを指している。 



企画•広報委員 

早川文司 


fnee 


「私は大学卒業後、将来の生活を考えて大学院に 
8力月くらい在籍しました。でも、そこで勉学か才 
リンピックか大きな選択を迫られたんです。二兎 
は追えないからハンドボールの道を選びました」 

その結果はご存じの方も多いと思うが、オリンピッ 
クや世界選手権で多くのメダルを獲得した。 

韓国の選手は世界レベルの大会出場を目指し、 
スバルタ練習に耐え、励むという。お目当てはメダ 
ルの色によって違いはあるが「生涯年金」が支給さ 
れるからである。目の色を変えて、なんとかメンバー 
に入ろうと厳しい練習にも挑むのだそうだ。 

「日本の選手は、たとえ優勝しても何も出ないで 
しよう。可哀そうですよ。だから、ある程度プレー 
したら辞めていくんでしようね。もったいない選 
手も多くいますよ」 

せめて世界大会でメダルを獲得すれば「報奨金」 
制度を設けるなどの“ご褒美”は考えられないだろ 
うか。選手寿命が延び、モチベーシヨンが上がると 
思うのだけれど…。かつて言われた「アマチュアの 
奉仕精神」は現実には、とつくに合わなくなってい 
ることは明白である。 
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第 10 回ハンドボールコーチング薪究会 


研究会代表田中守（福岡大学) 


昨年度、研究会前日の3月11日に発生した東日本大震災により被災さ 
れ、今なお大変な生活を強いられている多くの方々に心からお見舞い申 
し上げますとともに、1日も早い復興をお祈り申し上げます。会の初めに、 
お亡くなりになった多くの方々に対し参加者全員で黙祷を捧げました。 

【第10回研究会総括】 

今回、節目となる第10回目の研究会を実施することができました。 
一昨年より、一般発表の前に基調講演を行うようになり、今回は昨年度 
実現できなかった水上一先生（筑波大学名誉教授）による「オリンピッ 
ク出場に向けて」と題した講演を改めてお願いしたところ、ご快諾いた 
だきました。ロンドンオリンピック最終予選を直前に控えた今、なぜ才 
リンピックなのか？の話題を最初に、1988年のソウルオリンピックと 
1992年のバルセロナオリンピックに挑んだ女子日本代表チームコーチ歴 
7年間の取り組みを話して下さいました。その後、チームの進むべき方 
向性としての「ゲーム観」をもって「ゲーム構想」を提示することの重 
要性を説き、筑波大学監督として全日本インカレ11回の優勝、6回の 
準優勝の実績から、筑波大学の"アメーバーのような防御”を例に解説さ 
れました。最終的には、チームを勝たせることだけでなく「素晴らしい 
選手を育てること」が指導者の責務であると強調され、穏やかな口調な 
がら熱のこもった講演でした。 

一般発表演題数も、例年の10演題前後から前回は15演題、今回は 
17演題を数え、参加者も約50名と益々活気を帯びてきた発表会でした。 
その内容は、技術•戦術研究が7演題、心理学•生理学研究が5演題、 
スポーツ 医学研究2演題、その他 ゴールキーパートレーニング や レフエ 
リーに関する研究、ヨーロッパの指導者養成 システム など、非常に多岐 
に亘るものでした。 

今回、事務局の栗山雅倫先生の提案で、新たな試みとして3演題ごと 
に座長を設け実施しました。 6名の先生方の個性もあってとても和やか 
な雰囲気であるとともに、会を皆さんで運営している雰囲気が例年と異 
なって非常に新鮮で、好評と感じたしだいです。 

最後のご挨拶で、初代代表の平岡秀雄先生が「コーチング研究は、 
Before • After の結果ではなく、成功も失敗も含めて何をしたかが大切な 
ことで、本研究会はそれを発表して議論しあう場」と講評された言葉が 
印象的でした。 

【今後の展望】 

研究会の発足10年 （2012 年）を迎えた今回、会の初めに「日本ハン 
ドボール学会」設立へ向けた準備を進めることを公表しました。準備委 
員会の顧問に初代代表の平岡秀雄先生、代表に筑波大学の會田宏先生、 
委員に事務局の栗山雅倫先生、国立スポーツ科学センターの白井克佳先 
生、日本体育大学の辻昇一先生の5名で進めることになりました。従って、 
来年3月予定の次回を第1回日本ハンドボール学会大会とします。2年 
間の実績（必要条件）を経て、3年後には日本学術会議協力学術研究団 
体にも登録申請する計画です。 

コーチング研究会から学会となることで、研究内容もこれまでのコー 
チング研究に加え、学校体育でのティーチング、トレーニング、レクリ 
エーシヨン研究など、そして基礎科学研究と非常に広範になります。指 
導研修のようなワークシヨップも加え、充実した学会大会になるよう検 
討しているとともに、日本体育協会公認スポーツ指導者資格の更新講習 
会としても利用できるようにすることから、現場に関わる多くの指導者 
の会員登録と参加も希望しています。 

【現在の研究会組織】 

代 表：田中守（福岡大学） 

顧 問：平岡秀雄（前代表 • 相談役_東海大学） 

事務局長：栗山雅倫（東海大学） 


第10回ハンドボールコーチング研究会 

【基調講演】 

「オリンピック出場に向けて」水上一（筑波大学名誉教授） 

【一般研究発表演題】 

1. ハンドボールにおける"戦術"の捉え方に関する比較検言寸 
栗山雅倫、田村修治、花岡美智子（東海大学)、 

辻昇 一 （日本体育大学)、藤本元（環太平洋大学)、 
田口隆（岐阜聖徳大学） 

2. ヨーロツバにおける指導者養成システム 
村松誠（駒澤大学） 

3. ハンドボール競技におけるサイドシュートの決定要因 
一最終局面に着目して一 

松木優也、中原啓伍、明石光史、丸井一誠、田中守(福岡大学) 

4. ハンドボール選手における下腿の痛みについて 
花岡美智子、栗山雅倫（東海大学> 

5. 暑熱下におけるハンドボール試合中の水分摂取に関する研究 
明石光史、後藤慶大、田中守（福岡大学） 

6. ビデオ解析による膝勒帯損傷のメカニズム解明 

小笠原一生、 d 嗍卩好生、樫塚正一（武庫川女子大学） 

7. ハン ドボール選手の競技レベルにおける反応時間と 
正確さの比較 

田中佑梨奈（武庫川女子大学大学院)、 

小笠原一生、樫塚正一（武庫川女子大学） 

8. Proprioceptive Balance drills in Handball 

ハンドボールにおける自己刺激感受バランスドリル 
村松誠（駒澤大学）他 

9. 自律訓練を利用したメンタルサポートの一事例 
〜大学女子ハンドボール選手を対象として〜 

辻昇一（日本体育大学)、栗山雅倫（東海大学)、 

松井幸嗣（日本体育大学） 

10. オランダハンドボールウィークにおける 
ゴール キーパー ト レーニング 

原史織（筑波大学大学院)、 

山田永子、河村レイ子、會田宏（筑波大学） 

11. ハンドボールにおけるシュート占有率と競技レベルの関係 
一世界ジュニアと関東学生リーグの比較から 一 1 '' • 

齋藤亜里穂（東海大学大学院)、栗山雅倫（東海大学） 

12. ハンドボールレフェリーの学びに役立つ自己評価シートと 
その利用法の開発 

田渕舞（筑波大学大学院） 

13. 大学女子トツプチームにおける攻撃力および防御力の 
評価基準の作成 

一記述的ゲームパフォ _ マンス分析を用いて一 
中原麻衣子（筑波大学大学院)、石野実加子（北國銀行)、 
會田宏（筑波大学） 

14. ハンドボール7 m スローにおける予測と阻止率について 
ーゲーム理論を用いて 一 

櫻井恵志朗（国際武道大学大学院)、清水宣雄（国際武道大学） 

15. 遠投距離からシュート • ボールスピードを推定する 
山田一典、浦田達也（大阪体育大学)、 

青木和浩、中丸信吾（順天堂大学)、金子勝司（大阪体育大学） 

16. ハンドボールにおける基本プレイ • アルゴリズム構築に 
関する研究 

一 攻撃方向の切換方法におけるパーツプレイの構築一 
'清水宣雄（国際武道大学)、東俊介（大崎電気） 

17. 左サイドと右サイドのシュートプレーは同じではない 
一世界レベル、学生レベルの男子選手の比較から 一 
和田拓（筑波大学大学院)、山口博之、會田宏（筑波大学） 
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平成 23 年度日本コーチング学会大会 
学会大会賞受賞報告 

筑波大学大学院田浅!！舞 


今回平成23年度日本コーチング学会において、学会大会賞 
を図らずも受賞いたしました。この場で恐縮ではございますが、 
ご報告させていただきます。 

日本 コーチン グ学会は、 スポーツの 指導実践を対象として、 
実践現場において目標へ向け導いていくための コーチン グを研 
究していくという場であります。去る平成23年3月11日に 
起こった東 日 本大震災により、平成22年度の大会が見送りに 
なりました。しかし、今年度は、無事に学会大会開催が決まり、 
一安心でした。 

今回私が発表した研究は、「ハンドボールレフェリー」につ 
いてでした。現在まで、競技力向上のために、選手や指導者に 
関する研究が多くされてきましたが、現場のレフェリーに関す 
るものは少ないのが現状です。しかし、コートの上に立って笛 
を吹いていると、競技力向上のためには、レフェリーの能力も 
向上していかなければならないのだと、常々感じます。ハンド 
ボールは、選手と指導者だけで成立しているわけではなく、レ 
フェリーもその構成要因の 一つで あると考えます。また、これ 
に試合を見てくださる観客の方々も加わります。それぞれの立 
場から、ハンドボールの競技力向上をさらに考えなければなら 
ないと感じます。 

私自身、日本ハンドボール協会公認 A 級審判員であります。 
レフェリーを始めて、7年目となりますが、まだまだ若輩者で 
ありますので、勉強するべきことばかりの毎日です。レフェリ 
一を始めてから今まで、レフ I リーコースを受講し、それ以後 
も全国大会や各種大会にノミネートしていただき、様々な試合 
を吹かせていただきました。私の回りには、常に指導してくだ 
さる方がおり、とてもよい環境でレフェリー活動を行ってきた 
と思います。しかし、このような整った環境が常にあるとは限 
りません。全国では、指導してくれる人もいないまま、レフヱ 
リーをしている方も少なからずいると思われます。そのような 


状況下では、レフェリーのトレーニングを十分にすることはで 
きないのではないでしようか。また、レフェリング能力向上の 
ためであるのに、1人でトレーニングを行っていくには何をし 
たらよいかわからないということや、わからないまま多くの時 
間を費やしてしまうといった、様々な問題が出てくるのではな 
いでしようか。そこで、レフェリーが各々で評価し、その評価 
から比較できるような目安となる基準があれば、もし指導をし 
て下さる方がいない状況でも、レフェリング能力の向上に少し 
でも役立つのではないかと考え、この研究を始めるに至りまし 
た。 

今回得られたことは、私の一見解であり、この研究の結果か 
ら得られたことが、実際の現場で役に立っていくかということ 
は、これから検証していかなくてはなりません。まだこの研究 
においてやるべきことは山積みでありますが、レフェリーの研 
究をしていくことは意義があることだと思っております。 

私が現在レフェリー活動を行っていられるのは、ご指導いた 
だいた先生方、また、アドバイスを下さり、時に厳しい言葉を 
かけていただいた全国の先輩レフェリーの皆様、とことんハン 
ドボールについて語り合ったレフェリー仲間の皆さん、試合を 
通して様々なことを学ぶ機会を下さった選手 • 指導者の方々が 
あってこそだと思っております。 

この研究にあたり、植村審判長はじめ、審判審査委員会の皆 
様に、大変お世話になりました。また、震災後の大変な状況の 
中、調査に協力していただいた全国のレフェリーの皆様に、こ 
の場を借りて感謝の意を表したいと思います。本当にありがと 
うございました。 

最後になりますが、今回、学会大会賞をいただきましたが、 
これが ゴールで はないと思います。またスタートに立ち、さら 
なるハンドボール競技の発展に寄与できるよう、精進していき 
たいと思っております。 
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ライセンスレベルの異なる八ンドボールレフエリーによる 
試合中の行動規範に関する特徴 

一昇級審査採点用紙に基づいた自己評価に着目して一 
田淡！舞（筑波大学大学院）莉山靖（筑波大学大学院）図子浩二（筑波大学） 


[緒言】 

スポーツパフオーマンスは、主にプレイヤーとそれを指導 
するコーチによって決定される。しかし、試合を良好に進行 
させるためには、優れたレフヱリーによる正しく適切な判定 
が必要不可欠になる。優れたスポーツパフオーマンスを発揮 
させて試合の質を上げることは、プレイヤー、指導者、レフ 
ェリーの三者のコラボレーションによってなされるものであ 
る。したがって、レフェリーを対象とした研究が極めて重要 
になるものの、その数は極めて少なく、活発に実施されてい 
るとは言い難い状況にある 1)2)3) 。その理由の一つに、スポ 


ーツ科学の実践領域には、プレイヤーやコーチを対象とした 
領域しか存在しないことがあげられる。したがって、トレー 
ニング学やコーチング学という領域に加えて、レフヱリング 
能力の向上に役立つ知識や知恵を集積していくためには、レ 
フェリー学という領域を確立していく必要があるのではない 
かと思われる。 

一方、ハンドボールは多くの球技スポーツの中でも、最も 
スピーディーなものとして位置づけられている 4 \また、近 
年ではルール改正や戦術変化に伴って、加速度的にスピード 
化が進行している。このようなハンドボールゲームの変化に 
対応するためには、レフェリーはより高度なスキルや行動規 
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ゲームの流れとアドバンテージ 


1-1 ゲームの流れに合った判定を t 7 in 


1-2 ゲームの流れを理解する。 

1-3 明らかな得点チャンス時に、アド 
_パンテージをII居す_ 


アドゐ亍ージの埔察中'； op- 
DF を正しく評価し、必要であれ 
ば R 則を与える。 

ルールにのっとったアド/ くンテー 
ジの馥察、判定をする。 

両チームへのアド/《ンテージの 
パランスが取れている,_ 


2攻 K 側の反則 


OF でボールを持っているプレー 
ヤーの反則を判定する。 

ボールっ TfL' 45111 OF プ レー 

ヤーの fii«t 科定する。 


シユミレーシヨンの判足 <OI^DF 
含む)をする- 

I1P0S 閽を無し表今 
とす■&、強引なプレー 

上 


31 A-K7U _ i 

容範囲外のラフプレーを区別し 
判定する。 

3-2 スポーツマンシップに反するもの 3-4 
に対して*段階 0 を判定する> 


罰則を両チームに対し，よいバ 
ランスで判定する 3 


2分間退堝の判定をする。 


4 オーバーステップ 


オーパーステッフの判定をす 

る。 

シュート時の才ーノ i_ ステップを 


ゴールエリアへの s 入 


ボールを持った OF フニーャー 
のゴールエリア内®入について 
判定をする。 

シュート時における、 of プレー 
ヤーのゴールエリアへの®入 
f 着地■ラインクロス■スカイプレイ 
等)の判定をする。 

シュート時以外での、 of プレ— 
ヤーのゴールエリア内®入につ 
いて判定左する， 


求ニルを特 fc ない OF プし— 
ヤーのゴールエリアライン内妨 
S の判定をする。 

DF プレーヤ—のゴ —J レエリア 
内への頻繁な®入に対して、ス 
ポーツマンシップに反する判定 
を適用する ■> 


—M 的な r ンュート時の/ \ッキン 6-3 

グ， EI 則を伴わない接触等) 7m 
スローを判定する。 

プレーイングエリア内での、明ら 
かな得点チヤンスの妨害による 
7：fll スロ ーを:判定する匕 


ゴニルエリア内への、 DF ヲレ— 
ヤーの S 入による 7m スローを 
判定する。 


各種スローの正しい実行 
3m の距離 

何のスローを与えるべきか 


プレー® 予 ftOiA 
チヤーを' タイ S レグ班言* 
n ノや/シプ^奢す t 
— 〇 ) ボイ :> 卜 S SIS 
し、佾する， 


■2 フリースローのポイントから 3m 8-^ 


各坩ス〇-の K 即： 

しい] Kit の仕力で各か 
K 祭する。 

フリースロスロー インの判定 


タイムアウト/ドリブル 
キック/オーバータイム 


レフエリータイムアウトの判断を 
する。 

才—ペータイムの判定奮する_ 


9-3 ダブルドリブルの判定をする。 
_9vi キックポールの判定变する. 


10 性格/態度/雰囲気 


平常心で誌合 f ご®む。 1〇-7 

プレーヤーに対し，落ち着いた1〇-8 
愤度で向き合う。 

必要に応じて、チームスタッフや1〇-9 
選手と話をする。 

試合中周りからのヤジや批判に1〇-1〇 
影響されず判定する。 

10-5 弁解や妥協をせずに判定する。1011 

30 ti 试食 中-墨中 方 f 11つ， 


ペン于管理をする。 

役負や进手のアピールや、 K 客| 
の反応(野次等)に冷特に対応 
する。 

ハンドボールの DF シス亍ムを助| 
解する。 

ハンドボールの OF シス亍ムを埋 
解する。 

試合に目棟を持って臨む。 


11協調性/位置取リ/ジェスチヤー| 


吹笛の音量■晉色を使い分け 
る。 

はっきリしたジェスチャーをす 
る。 

1人のレフェリーが支配すること 
なぐレフェリー 2 人が同等な立 
塌でレフェリングを行う。 

4ペアレフエリーとの間の、資任範 
囲を明確にする。 


11-5 


オフィシャルと協力する。 

ペアレフェリーとチームワークよ 
ぐ試合の違営をする。 

試合中、矛盾のない判定をす 
る 0 

CJTGR で亊家がよく見える位 
置取りをする a (サイドチェンジを 
含む、 


試合中、怒預の起伏な〇定し 
た te 度で瞄む。 

12-2 両チームに対し公平な S 度をと 
る。 

12.3 プレーへの介入の際、よいタイミ 
_ ングで箱专 . 吹へ „_„ 


自分自身の判定基準で判定す 
1試合通して同じ基準で判定す 


範を必要とするようになることが考えられる。レフェリング 
能力を向上させるためには、各種の試合においてレフェリン 
グを実施し、それを評価するとともに、評価を反映させた 卜 
レーニングを行い、再び試合に臨むという一連のサイクルを 
繰り返すことが有益である。また、ハンドボールのレフェリ 
一は、他者から試合の評価が得られることは極めて少なく、 
自己観察的な評価が中心になっているのが現状であるが、こ 
れに関する明確な視点や観点は存在しない。 

そこで本研究では、ハンドボールレフェリーにおける A 級 
から D 級までの現役レフェリーを対象にして、レフェリーに 
要求される各種の判定能力 • スキル、倫理 • 哲学などの行動 
規範を主観的に判断できる調査用紙を作成し、ライセンスの 
違いによる特性とそのレベルについて明らかにした。また、 
A 級から D 級までのライセンスにおける各項目の基準得点を 
設定するとともに、レフヱリーが学びに利用できる自己評価 
シートおよび自己評価フィードバックシートを作成して、そ 
の利用法を提案することにした。 

【方法】 

1. 調査対象_調査期間 • データ収集方法 

平成23年度都道府県審判講習会参加者を対象として質問 
紙調査を依頼し、そのうちの32都道府県、6⑻人から回答 
が得られた。調査期間は平成23年2月から平成23年6月 
であり、分析対象は回収された600人のうち、記入漏れや 
空欄のあった75人を除く 525人とした（有効回答率 87.5 
%)〇対象者のライセンス内訳は、 A 級108人、 B 級115人、 
C 級130人、 D 級172人であった。 

対象者には無記名§記式調査票に記入してもらい、回答直 
後に回収した。対象者には、調査内容の趣旨、個人的な情報 
は公表しないことを伝えるとともに、調査用紙の回収をもっ 
て調査に同意がえられたこととした。 

2. 調査項目とカテゴリ分け•算出項目 

調査項目は、日本ハンドボール協会の昇級審査で、実際 
に使用されている昇級審査用紙 （ DEREGATE’S REPORT ON 
REFEREES JAPAN HANDBALL ASSOCIATION ) をもとにして 
作成した（表 1)。 

調査項目は計58問からなり、審査用紙と同じく、大きく 
3つのグループと、12のサブカテゴリとに分類された。各 
調査項目には、5件法を用いて、「適切にできる」を5点、「ど 
ちらかといえば適切にできる」を4点、「どちらともいえない」 
を3点、「あまり適切にできない」を2点、「適切にできない」 
を1点とし、普段自分自身が、最も多く担当している競技レ 
ベルの試合を思い浮かべてもらい、自己評価として選択させ 
た。調査用紙回収後、各サブカテゴリの得点を、そのサブカ 
テゴリの合計得点で除すことで、得点率を算出した。さらに、 
その得点率をもとに、各ライセンス内でサブカテゴリの順位 
を算出した。 

3. 統計処理 

各調査項目は平均値土標準偏差で示した。本研究では、各 
ライセンスの平均値の差を検定するために一元配置分散分析 


表1調査項目と分類 


を用い、 F 値が有意であった項目には Tukey 法を用いて多 
重比較を行なった。また、各ライセンス間の12サブカテゴ 
リの一致度をスピアマンの順位相関係数を用いて算出した。 
これらの統計処理には 、 SPSS Statistics 19.0 for Windows を用 
いた。なお、有意性は危険率を5 %未満で判定した。 

f 結果ぉよび考察】 

1 . ライセンスレベル間の比較からみたレフェリングに重要 
な資質およびスキルの相違 

表2は、ライセンス別にみた各項目の得点をライセンス毎 
に比較したものである。質問全体、3グループ、および12 
サブカテゴリのすべてにおいて、 A 級は他のライセンスと比 
較して有意に高い値を示した。また、 B 級は A 級より低いも 
のの、 C 級および D 級に比べると有意に高い値を示した 。 C 
級と D 級の間に有意な差が認められなかったものもあった 
が、一般的には C 級が D 級よりも有意に高い値を示す傾向 
にあった。 

以上の結果から、本研究で作成した調査用紙を用いたテス 
卜は、ライセンスレベルの序列を適切に評価できており、こ 
の用紙を用いた自己評価は、ハンドボールレフェリーが自ら 
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図 1 ライセンス別にみた 12 サブカテゴリの順位と得点率の位置づけ 

3. 自己評価シートを用いた試合の評価と診断 

レフェリーが試合後のレフェリングに関する内容を評価す 
る場合に、これまでは評価基準がなく、 _分で実施する主観 I 

的な評価が正しいのかどうかの判断が難しい状況にあった。 

しかし、本研究で作成した調査用紙による自己評価（図 2) 

を行うことによって、試合におけるレフェリングの結果を容 
易に観察できるとともに、本研究で明らかにした各ライセン 
スの平均得点と比較することによって、レフェリング能力を 
高めるための問題点や課題について明確化できると考えられ 
る。具体的な使用手順を例にあげると、次のようになる。試 
合前に、試合に関する情報を表上に記入し、目標を立案する。 

そして、試合後には表左に書かれている58の質問に対して、 

1〜5点で評価し、それぞれの合計点を算出し記入する。そ 
して、各カテゴリ別の基準得点と自身の得点とを比較するこ 
とによって、現状を把握するとともに、次のステップに進む 
ための課題が設定できると考えられる。一方、レフェリーの 
指導場面では、この自己評価シートを提示させることによっ 
て、指導したいレフェリーの現状がよく理解できるようにな 
り、効果的な指導が可能になると考えられる。 

本研究では、調査用紙による白己評価をもとにしたフィー 
ドバックシートも作成した（図3)。 

自己評価フィードバックシートは、各試合のレフヱリング 
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表2ライセンス別にみた得点と 
ライセンス間の比較 
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B, 各種スローの正しい実行- B 16,75 : 

3m の距離■何のスローを与えるか C 15,69 ± 2, 


のスキル • 資質を 
評価するための有 
益な知見になるこ 
とが認められた。 
なお、ライセンス 
ごとに得られた調 
査項目における平 
均値は、個人の能 
力を把握する基準 
値、すなわち目安 
となるとともに、 
貴重な判断材料に 
なるものと考えら 
れる。 

2. 各ライセンス 
別にみた得点順位 

図1は、各ライ 
センスレベルにお 
ける12サブカテ 
ゴリそれぞれの得 
点率を算出し、ラ 
イセンス別に12 
サブカテゴリの j 頃 
位と得点率の位置 
づけを示したもの 
である。上級ライ 
センスほど12力 
テゴリの得点率の 
平均値は高く、そ 
れぞれのカテゴリ 
においても得点率 
は高い値であっ 
た。その最高値は 
A 級で90.8°/◦であり、 D 級では76.3°/。となったが、この値 
は A 級における最も低い値（77.8%)よりも低かった。これ 
らのことから、 D 級レフェリーから A 級レフェリーへと、レ 
フェリーのライセンスを向上していくためには、すべてのサ 
ブカテゴリによる項目の得点の向上が不可欠であり、そのた 
めには、下位の項目が何であるのかを十分に把握するととも 
に、それに重点を置いたトレーニングを行い、試合で実践し 
ていくことが重要になると考えられる。 

図1の結果は、各ライセンス内の得点率の序列が類似して 
いることを示すものである。また、このことをスピアマンの 
順位相関係数を用いて検討した結果、各ライセンスのすべて 
の順位に関する組合せにおいて、有意に高い相関関係が認め 
られた （rs=0.818 - 0.965、 p<0.001)。 これらの結果を考慮 
すると、ライセンスレベルに関わらず、12サブカテゴリの 
得点順位の傾向は類似しており、どのライセンスについても、 
12サブカテゴリの順序性や難易度の内容は同じであること 
が示された。 
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図 2 自己評価シート記入例 

結果を縦断的に評価し、視覚的にその発達経緯を捉えること 
ができるものである。自己評価シートによる得点を記入し、 
目盛線上に得点をプロットすると、複数試合の得点を同時に 
記録することができる。したがって、過去と現在の比較を行 
うことができるとともに、レフエリング能力の発達やばらつ 
き具合を視覚的に判断でき、自身の成長を確認することがで 
きる。さらに、優れたレフヱリーのものが蓄積されれば、今 
後、若いレフェリーのために有益な知見となることが視察で 


きる。 


自己評価フィードバックシート 
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るこ匕 
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図3自己評価フイード V 《ツクシート記入例 


mmi 

本研究では、ハンドボールレフヱリーが各種の判定能力 • 
スキル、倫理_哲学を主観的に判断した際のライセンスごと 
の基準値を設定することができた。また、ライセンスの違い 
に限らず、共通して難易度の高い行動や思考があることが明 
らかになった。また、レフェリーの学びに利用できる自己評 
価シートおよび自己評価フィードバックシートを作成すると 
ともに、本研究で明らかにした基準値やライセンスごとの現 
状を考慮した利用方法を提案した。これらの知見は、これか 
らの日本ハンドボール競技の発展に関して、レフェリーの資 
質向上という観点から有益になるものである。 
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築に関する研究ーレフェリングのコンセプトー.ハンドボール 
研究 （12) : 110-119. 

2) 高野亮（1974)ハンドボール競技におけるレフェリーに関する 
研究.東京女子体育大学紀要9 : 65-75. 

3) 岡本研二 • 清水宣雄 • 北村善雄 （1997) ハンドボール競技に 
おけるレフェリー体制の現状と問題点一平成8年度日本協会 
登録の分析から 一. 茨城大学教育学部紀要教育科学 (46) : 
137-144. 

4) 江成元伸 (2002) ハンドボール競技の健全化を目指しての一考 
察。昭和薬科大学紀要 (36) : 1-15. 
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日本協会創立 7 5 周年記念誌編集委員会より 


すでにご承知のこととは存じますが、来年2月2日に日本ハンドポール協会は創立75周年を 
迎えます。これを契機に創立75周年記念誌を作成することとなり、編集委員会を組織し、15回 
の会議を持ちその概要もほぼ固まってきました。今年度は、具体的な作業を進める段階となって 
います。加盟団体等の歩みにつきましては、すでに多くの団体から原稿を戴きました。この場を 
お借りしまして、御礼申し上げます。今後編集作業を進めてまいります。 

日本ハンドボール協会は、創立50年を機に「日本ハンドボール史」としてその歴史を876頁 
の大書として纏めています。大谷武一氏がハンドボールを日本に紹介してからの、諸先輩方の活 
動の記録として貴重な資料となっております。都道府県協会も国体を契機として、昭和41年に 
は47都道府県が出揃いましたが、その活気が語られています。 

しかしながら、50年史に掘り起こせなかった歴史、諸先輩方からの記載間違いの指摘、また、 
新しい視点からの歴史などがあります。にもかかわらず、パイオニアの多くの方々はすでに亡く 
なられています。すでに歴史の証人は少なくなっており、残念なことに今回の活動の間にも、活 
躍された先輩方の訃報を耳にしております。今回は4分の3世紀と言う節目での記念誌作成です 
が、今後どの時点で歴史を纏める作業が行われるかは分かりません。その様な状況ですが、次の 
企画が練られる時期には、日本のハンドボールを築いてこられた方々の証言は得られないことと 
なるでしょう。今この時期に日本ハンドポールの精神を残せるものは残さないと、永遠に埋もれ 
てしまうと考えています。 

今後委員会では具体的な編集作業に入って行きますが、これまでに議論されたいろいろな企画 
もまだ議論中のものもあります。しかしながら、物理的な限界から実行できないものがあること 
は残念です。特に、女性のために始められたと言われるハンドボールですが、競技生活を終わら 
れた後家庭に入られたり、ハンドボール活動と縁遠くなったりで、委員会としてはアクセスしに 
くい状況が惜しまれます。もっと OB •〇 G を大切にしなくてはならないのではないでしょうか。 
時間的な余裕は無くなってきましたが、出来る限り女性に関する歴史も取り上げたいと考えてお 
りますので、少しでも女性に関する情報を委員会にご連絡いただければと思います。 

出来上がりました75周年記念誌は、原価での頒布も計画されています。また、制作システム 
から多くの方々にご協力いただければ、原価は下げることができます。是非とも多くの方々に目 
を通して戴き、これからのハンドボール発展のための 一 資源となればと願っております。 
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スコアールー 


第35回金国高等莩校選抜六会 

開催期日： 2012年3月25日（日)〜30日（金） 

会 場：岩手県•花巻市総合体育館ほか 


【女子】 


【男子】 

▼ 1回戦 


大阪体大浪商(大阪） 

33(14-6、 

19-11)17 

富 



参(静岡) 

熊本国 

府(熊本） 

31(14-13、 

9 -10) 28 

横浜創学館(神奈川) 



(5 - 2 延 

長 3-3 

) 




洛 

北(京都） 

28(12-13、 

16-11)24 

川 

□ 

東(培玉） 

四日市工業（三重） 

37(15-15、 

22-15)30 

寺 



井(石川） 

紀北農 

芸(和歌山） 

28(14-11、 

14-13)24 

福 

島 

エ業(福島) 

法政大第二(神奈川） 

26(13-8、 

13-13)21 

札 

幌 

月 

寒(南北海道) 

明 

星(東京） 

38(19-14、 

19-14)28 

総 



社（岡山） 

小林秀 

峰(宮崎） 

33(18-15、 

15- 5)20 

盛 

岡 

第 

一(岩手） 

▼ 2 回戦 








興 

南(沖縄） 

24(12-9、 

12- 8)17 

大阪体大浪商(大阪） 

松山エ 

業(愛媛） 

36(12-12、 

24-10)22 

國學院栃木(栃木） 

不来 

方(岩手） 

34(18-9、 

16-21)30 

氷 



見(富山） 

熊本国 

府(熊本） 

56(32- 8、 

24-12)20 

釧 

路 

商 

業(北北海道) 

高山 

西(岐阜） 

27(15-8、 

12- 9)17 

洛 



北(京都) 

瓊 

浦(長崎） 

25(13-5、 

12-14)19 

聖 

和 

学 

園(宮城） 

下松エ 

業（山口） 

34(18-13、 

16-17)30 

市 



川（千葉） 

藤代紫 

水(茨城） 

34(17-14、 

17-13)27 

四日市工業(三重） 

岩国エ 

業（山口） 

31(19-7、 

12 - 8)15 

紀 

北 

農 

芸(和歌山) 

大同大大同（愛知） 

26(12-15、 

14-9)24 

富 



岡（群馬） 

長崎日本大学(長崎） 

29(13-13、 

16-13)26 

湯 



沢(秋田） 

法政大第二(神奈川） 

32(14-17、 

18-10)27 

香 

川 

中 

央(香川） 

桃山学 

院(大阪） 

44(21-12, 

23-14)26 

明 



星(東京） 

北 

陸(福井） 

35(17 — 13、 

18-21)34 

大分雄城台(大分） 

神戸国際大附厲（兵庫） 

29(11-14、 

18-12)26 

岐 

阜 

商 

業(岐阜） 

浦和学 

院(埼玉） 

26(14-8、 

12-15)23 

小 

林 

秀 

峰(宮崎） 

▼ 3 回戦 








興 

南(沖縄） 

29(16-9、 

13- 12) 21 

松 

山 

ェ 

業(愛媛） 

不来 

方(岩手） 

32(20-16、 

12-15)31 

熊 

本 

国 

府(熊本） 

高山 

西(岐阜） 

32(13-10、 

19-14)24 

瓊 



浦(長崎） 

藤代紫水(茨城） 

28(15-10、 

13-14) 24 

下 

松 

ェ 

業（山口） 

岩国エ 

業（山口） 

26(16-9、 

10-10) 19 

大同大大同（愛知） 

長崎日本大学(長崎） 

31(10-14、 

17-13)30 

法政大第二(神奈川） 


( 

:2- 1延 

長 2-2 

) 




北 

陸(福井） 

40(20-17、 20-19)36 

桃 

山 

学 

院(大阪） 

浦和学 

院(埼玉） 

38(19-12、 

19-17)29 

神戸国際大附属（兵庫） 

▼ 準々決勝 







不来 

方(岩手） 

34(16-18、 

18-12) 30 

興 



南(沖縄） 

藤代紫 

水(茨城） 

32(15-14、 

17-15)29 

高 

山 

西(岐阜） 

岩国エ 

業（山口） 

23(12-6、 

11-15)21 

長崎日本大学(長崎） 

北 

陸(福井） 

38(22-15、 

16-21)36 

湳 

和 

学 

院(埼玉） 

▼準決勝 








不来 

方(岩手） 

36(16-12, 

20-14)26 

藤 

代 

紫水(茨城） 

北 

陸(福井） 

38(20-14、 

18-17)31 

岩 

国 

エ業（山口） 

▼決勝 








北 

陸(福井） 

37(18-20、 

19-16)36 

不 

来 

方(岩手） 


▼ 1回戦 

福井商業(福井）22(10-5、12- 6)11 駿台甲府（山梨) 
筑紫女学園(福岡） 24(12- 8、 12- 8)16 盛岡南(岩手) 
大分鶴崎(大分）22(8-4、 14- 4) 8和歌山商業(和歌山) 
高岡向陵(富山）27(10-13、 17—9)22 那覇西（沖縄) 
星 城(愛知）30(14-12、 16-12)24 高 水（山口） 

氷 見（富山）38(16-12、 22-10)22 湯 沢(秋田） 

明 石（兵庫）25(12-12、 10-10)24 岐阜商業（岐阜） 

延長 1 — 0) 

浦和実業学園(埼玉）32(17-11、 15-16)27 倉敷天城(岡山） 

▼ 2 回戦 

華 陵（山口）34(17-8、 17-4)12 福井商業(福井） 

大曲農業(秋田）32(15-14、 17-12)26 立命館守山（滋賀） 
白梅学園(東京）20(5-7、 15-8)15 髙松商業(香川） 
飛驊髙山（岐阜）31(19-9、 12-7)16 筑紫女学園(福岡） 
大分鶴崎(大分）29(15-4、 14-6)10 札幌月寒(北海道) 
川 和(神奈川）30(16-10、 14-9)19 光 南(福島) 

名古屋経済大市邨(愛知） 24(13 — 12、 11-7)19 玉野光南（岡山） 
埼玉栄(埼玉）23(10-12、 13-8)20 髙岡向陵（富山） 
洛 北(京都）26(12-14、 14- 6)20 星 城(愛知） 

昭和学院(千葉）31(15-9、 16-8)17 今治東中等教育学校(愛媛） 
四天王寺(大阪）29(16-9、 13-10)19 水海道第二（茨城） 
陽 明(沖縄）28(12-8、 16-13)21 氷 見(富山） 

不来方(岩手） 24(9 -12、 15 — 10)22 明 石(兵庫） 

佼成学園女子(東京） 26(12- 7、 14-10)17 佐世保商業(長崎） 
暁 （三重） 27(14- 3、 13- 3) 6釧路商業 ( tt 海道） 
小松市立(石川）25(11-8、 14-14)22 浦和実業学園(埼玉） 

▼ 3 回戦 

華 陵（山口）43(23- 6、 20-18)24 大曲農業(秋田） 

飛騨高山（岐阜）22(9-9、 13-12)21 白梅学園（東京） 
大分鶴崎(大分）25(13-10、 12-10)20 川 和(神奈川） 

埼玉栄(埼玉） 20(10- 5、 10 — 12)17 名古屋経済大市邮(愛知） 
洛 北(京都）23(13-15、10-6)21昭和学院(千葉） 

四天王寺(大阪）32(16-9、 16-14)23 陽 明（沖縄） 

不来方(岩手）24(10-9、 14-11)20 佼成学園女子(東京） 
小松市立(石川）28(17-12、 11-9)21 暁 （三重） 

▼ 準々決勝 

華 陵（山口）30(13-8、 17-11)19 飛騨高山（岐阜） 

大分鶴崎(大分）29(10-12、 19-12)24 埼玉栄(埼玉） 
四天王寺(大阪）21 (14 - 84 7 - 9 )17 洛 北(京都） 

小松市立(石川）26(14-13、 12-12)25 不来方(岩手） 

▼準決勝 

華 陵（山口）36(16-12、 20-13)25 大分鶴崎(大分） 

四天王寺(大阪）27(10-9、 17-8)17 小松市立(石川） 

▼決勝 

華 陵（山口）32(17-11、 15-10)21 四天王寺（大阪） 
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がんば取ハンド ボ _ ル 20 方人 会 「サポ_卜会員 J 3月入 会•継続会員 

【北海道】 小島収治 【福島】 今野雅益【茨 城】 稲吉繁、田中汀子 【群馬】 伊崎克巳 【埼玉】 高田誠 
【千葉】 勝侯裕二、吉田修 【東京】 金賀東子、田村公孝、西岡雅樹、明里慎治、杉山広樹 
【神奈川】 吉田祐子、杉山義祥、植村繁、渡邊亜由美、平岡秀雄、鷲塚賢士郎 【山梨】 千野恒夫 
【静岡】 宮岸健次 【愛知】 西村亮治 【京都】 川西克頼 【大阪】 平田光徳、繁田順子、薮下隆幸 

【兵庫】 丸茂康子 【高知】 有光正憲 


※前号のお詫びと訂正 

前号のこのコーナーのタイトルが「10万人会」となっておりましたが、正しくは「20万人会」です。 
お詫びして訂正させて頂きます。 


【5月 • 6月の行事予定】 


【#言義】 . 

5月12日出本部長会議（東京） 

6月9日出第1回評議員会•第1回理事会（愛知) 

... 

5月25日途)〜27日(日） 

第30回オリンピック競技大会女子世界最終予選 

(フランス、スペイン、デンマーク） 


6月8日鎖〜10日(日） 

ジャパンカップ2012 (愛知県•豊田市） 

6月16日出〜22日顧 

第3回アジアビーチゲームズ（中国.海陽） 

6月30日出〜7月13日⑽ 

第13回男子ジュニアアジア選手権 

(カタール.ドーハ） 


HAND BALL CONTENTS May. 


第 36 回日本ハンドボールリーグを終えて 

. . . . . 高村誠一1 

速報 

2012ロンドンオリンピック IHF 世界最終予選（男子） 

. 2 

第36回日本ハントボールリーグプレーオフ 

日本リーグを終えて . 家永昌樹 4 

男子優勝 . 大同特殊鋼監督.清水博之 5 

男子 MVP . 大同特殊鐧 • 末松誠6 

女子優勝…オムロン.ヘッドコーチ•黄慶泳 7 
女子 MVP . オムロン•藤間かおり7 

m IP . .. *. ..8 

順位表•個人表彰… . 10 

第35回全国高等学校ハンドボール選抜大会 
第35回大会を振り返って . 中島昭博12 


男子優勝 . 北陸高校監督•志々場修二14 

女子優勝……* • ………，華陵高校監督•吉兼敦生15 

_ 評“.‘ . —16 

選抜取材記 . 17 


第3回チャレンジデイビジョン . 冨森達人18 


フリースロー： 

「日本の不思議」とは . 早川文司20 

第10回コーチング研究会総括 . 田中守21 

平成23年度日本コーチング学会大会賞受賞： 

ライセンスレベルの異なるノヽンドボ'ールレフェリーによる 
試合中の行動規範に関する特徴……田渕舞22 

日本協会創立75周年記念誌編集委員会ょり . 26 

スコアルーム：第36回全国高等学校選抜大会 . 27 

20万人会会員/5 • 6月の行事予定/もくじ . 28 

(登録チームの購読料は登録料に含む） 



Enterprise co^ltd. 


株のはじまりはエモックから 

株式会社エモック_エンタープライズ 

•東京本社 ■大阪支店 

東京都港区西新橋 1-19-3 第2双葉ビル 2 F 大阪市中央区淡路町 4-3-8 タイリンビル 7 F 
TEL 03-3507-9777/ FAX 03-3507-9771 TEL 06-6203-7999 / FAX 06-6203-7991 


教育研修旅行 


旅行 ■ 海外スポーツ修学旅行 

一 . . — 圍学研嫌.ホームステイ 



訪日外国人旅行 


-携®旅行-国内スポーツ合描 
研修旅行*霣切パス 
' 周年旅行 


各獲体験学習 
ゼミ ■ 各種合宿 


ズポータ®隙大会手® 
表彰 ■ B 意戎典 

セミナー，バーテイー 
国限会槿 


■ 海外航空#李 K 

海外ホテル芋 g 
SHE 手校き 
トラペルサボート 


-公 S 庁主液招!!プ〇クラム手 K 
- IS 日さ ti るお莕播に含わせたブラン 


観光庁長官登録一種旅行業1144号（社）日本旅行業協会 （ JATA ) 正会員 http :// www . amok . co.jp 
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to 


win 


m 

へ 


勝利へ肉かって翔ぶ力を。 


s 本代衷着用モデル，プラクティスウェア 
トタブ：？? H1 011ぬ,045(本体 ¥2.900) 

パンツ； XH1S12 ¥3,675(本体¥3『5〇〇) 


_ y 海 ㈣ 


sound mtmJ, sound 


mm 込みのメーカー小充迓格です. （ ）内は消 ft 税抜き本体硒格です.に〇いての k ■い舞わせは、 teuoi?o 7 7 .的抑彐 SfC 5 .COm 
‘1一-ズのストライブデザインはアシツクスの商**であ y , 世界の崁<の®で金»された簡《です. 


0 J.H A 甲成年八ンドボール0本代》«_ 




あん 


あった 

あかる 




ANAM 


福原愛 （ ANA ) 
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